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　10月 5 日㈯、千歳町の『ふれあい農園』で稲
刈り（学校支援地域本部実行委員会、幌別中学
校区地域教育協議会主催）が行われました。 
　参加した幌別・幌別東各小学校と幌別中学校 
の児童生徒や地域住民など約120人は、実りの
秋を感じながら、黄金色に実った稲穂を鎌で刈 
り取り、笑顔で田んぼから運び出していました。

実りの秋に広がる笑顔

2013.11
NO.757

稲刈りの動画が見れるよ!!
１、GooglePlay・AppStoreから無料アプリ「junaio」
　　をダウンロード

２、必ずこの
　　QRコードを
　　スキャン

３、上の「広報のぼりべつ」
　　ＡＲ動画マークにスマート
　　フォンをかざす

2013.11
NO.757
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全
て
の
年
度
で
単
年
度
黒
字
が
確
保
さ
れ
る

見
通
し
と
な
っ
た
た
め
、
平
成
24
年
度
末
に

4
・
98
億
円
だ
っ
た
繰
越
金
は
、
平
成
32
年

度
末
に
は
5
・
07
億
円
ま
で
増
加
す
る
見
通
し
で
す
。

期
間
中
の
い
ず
れ
の
年
度
で
も
、
歳
入
（
収

入
）
（
※
）
が
歳
出
（
支
出
）
を
上
回
る
見

込
み
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
て
の

年
度
で
、
単
年
度
黒
字
が
確
保
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

※
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
を
除
く
歳
入
で
す
。

収
支
状
況
の
見
通
し

繰
越
金
の
見
通
し

収
支
の
見
通
し
期
間
中
の
全
て
の
年
度
で
、
単
年
度
黒
字
が
確
保
さ
れ
る
見
通
し
で
す

市の将来の台所事情市の将来の台所事情
～中期財政見通し（平成25～32年度）～～中期財政見通し（平成25～32年度）～

問い合わせ　財政グループ（☎85１３３１）問い合わせ　財政グループ（☎85１３３１）

　市は、中期的な財政見通しを作成し、これを指針
として計画的な財政運営を行っています。
　今号では新たに作成した、平成25～32年度（ 8年
間）を期間とする中期財政見通しを、職員が皆さん
の疑問に答える形で、わかりやすく解説します。

市はお金のやりくりを上手く
やっていけるかしら

市の財政は将来どう
なっていくんだろう

【収支状況の見通し】

【繰越金の見通し】

財政担当職員

湯ノ町　かなさん 湯ノ町　大鬼さん
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市
税
と
並
ん
で
収
入
の
多
く
を
占
め
る
、
地

方
交
付
税
の
見
通
し
は
ど
う
な
っ
て
い
る
ん

で
す
か
？

消
費
増
税
で
他
の
収
入
が
増
加
す
る
た
め
、

平
成
26
・
27
年
度
に
か
け
て
減
少
し
ま
す
が
、

そ
の
後
は
臨
時
財
政
対
策
債
の
公
債
費
が
増

え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
増
加
に
転
じ
る
見
通
し
で
す
。

市
税
収
入
は
、
期
間
中
年
々
減
少
す
る
見
通

し
な
ん
で
す
ね
？

国
の
経
済
対
策
に
よ
り
景
気
の
上
昇
は
見
込

ま
れ
る
も
の
の
、
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
、

期
間
中
の
8
年
間
で
4
・
63
億
円
減
少
す
る

見
通
し
で
す
。

平
成
25
年
度
は
三
セ
ク
債
（
※
）
の
活
用
を

見
込
む
た
め
、
220
億
円
台
ま
で
増
加
し
ま
す

が
、
そ
の
他
の
年
度
は
、
お
お
む
ね
190
億
円

台
で
推
移
す
る
見
通
し
で
す
。

※ 

三
セ
ク
債
と
は
、
土
地
開
発
公
社
の
債
務
解
消
の
た
め

に
借
り
入
れ
る
『
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
』
の

こ
と
で
す
。

市
税
の
見
通
し

歳
入
全
般
の
見
通
し

地
方
交
付
税
の
見
通
し

歳
入
の
見
通
し
期
間
中
の
歳
入
（
収
入
）
は
、
192
億
円
台
か
ら
220
億
円
台
で
推
移
す
る
見
通
し
で
す

市
税
：
市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
市
が
い
た
だ
く
お
金　
　
　
　
　
　

譲
与
税
・
交
付
金
：
道
税
か
ら
各
指
数
に
応
じ
て
市
に
交
付
さ
れ
る
お
金　
　
　

地
方
交
付
税
：
人
口
や
税
収
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金　
　
　

国
・
道
支
出
金
：
特
定
の
事
業
に
対
し
国
や
道
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金　
　
　
　

市
債
：
市
の
借
金　

そ
の
他
の
歳
入
：
公
共
施
設
の
使
用
料
や
サ
ー
ビ
ス
の
手
数
料
、
基
金
（
貯
金
）
等
を
下
し
た
お
金
な
ど

【歳入全般の見通し】

【市税の見通し】

【地方交付税の見通し】

（単位：億円）

区　　分 平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

平成
31年度

平成
32年度

歳　
　
　

入

一 般 財 源 115.88 118.15 117.08 118.58 118.90 118.95 118.76 118.83 

市 税 51.05 51.74 50.02 49.37 48.16 46.92 46.65 46.42 

譲与税・交付金 6.93 9.58 10.87 11.01 11.12 11.24 11.36 11.48 

地方交付税 57.90 56.84 56.19 58.20 59.62 60.79 60.76 60.93 

国・道支出金 39.37 39.31 39.72 40.42 38.48 37.21 37.59 35.83 

市 債 47.80 23.46 26.91 25.07 22.14 23.25 22.80 21.80 

その他の歳入 17.34 16.56 15.43 17.73 15.54 17.35 15.67 16.11 

合計（Ａ） 220.39 197.47 199.14 201.80 195.06 196.76 194.82 192.57 

※ 項目別に四捨五入しているため、合計と各項目の合計値・
差引額は一致しない場合があります。
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施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
よ
う
な
気
が

す
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
ら
を
更
新
す
る
経
費

（
普
通
建
設
事
業
費
）
の
見
通
し
は
ど
う
な

っ
て
い
る
ん
で
す
か
？

普
通
建
設
事
業
費
は
、
平
成
28
年
度
ま
で
年

々
増
加
し
、
次
年
度
に
は
減
少
に
転
じ
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
お
お
む
ね
22
億
円
台
で
推
移

す
る
見
通
し
で
す
。

市
の
支
出
の
多
く
を
占
め
る
人
件
費
と
公
債

費
の
見
通
し
は
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
で
す

か
？
特
に
公
債
費
は
、
長
年
、
市
の
財
政
の

足
か
せ
と
な
っ
て
き
ま
し
た
よ
ね
。

人
件
費
は
、
職
員
数
の
減
員
な
ど
に
よ
り
、

期
間
中
の
8
年
間
で
4
・
25
億
円
減
少
す
る

見
通
し
で
す
。
ま
た
、
公
債
費
は
、
平
成
27

年
度
に
前
年
度
か
ら
3
・
01
億
円
減
少
し
、
そ
の
後
も
お

お
む
ね
26
億
円
台
で
推
移
す
る
見
通
し
で
す
。

平
成
25
年
度
は
土
地
開
発
公
社
の
債
務
解
消

（
※
）
を
見
込
む
た
め
、
220
億
円
台
ま
で
増

加
し
ま
す
が
、
そ
の
他
の
年
度
は
、
お
お
む

ね
190
億
円
台
で
推
移
す
る
見
通
し
で
す
。

※ 

土
地
開
発
公
社
が
民
間
金
融
機
関
に
負
っ
て
い
る
債
務

を
市
が
代
位
弁
済
す
る
予
定
で
す
。

人
件
費
と
公
債
費
の
見
通
し

歳
出
全
般
の
見
通
し

普
通
建
設
事
業
費
の
見
通
し

歳
出
の
見
通
し
期
間
中
の
歳
出
（
収
出
）
は
、
192
億
円
台
か
ら
220
億
円
台
で
推
移
す
る
見
通
し
で
す

人
件
費
：
職
員
へ
の
給
料
の
支
払
い
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金　
　
　
　
　
　
　
　
　

扶
助
費
：
医
療
や
福
祉
に
使
わ
れ
る
お
金　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
債
費
：
借
金
返
済
の
た
め
の
お
金

普
通
建
設
事
業
費
：
施
設
整
備
や
既
存
施
設
の
改
修
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金　
　
　

受
託
事
業
費
：
道
か
ら
受
託
し
た
事
業
の
た
め
の
お
金　
　
　
　

災
害
復
旧
費
：
災
害
復
旧
の
た
め
の
お
金

そ
の
他
の
経
費
：
施
設
の
維
持
管
理
や
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
事
務
費
な
ど

【歳出全般の見通し】

【人件費の見通し】

【公債費の見通し】

【普通建設事業費の見通し】

（単位：億円）

区　　分 平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

平成
31年度

平成
32年度

歳　
　
　
　

出

義 務 的 経 費 111.25 109.22 106.08 105.06 103.33 105.03 102.28 101.00 
人 件 費 36.40 35.45 35.57 34.67 33.16 34.53 33.77 32.15 
扶 助 費 44.35 44.29 44.04 43.59 43.24 42.88 42.50 42.12 
公 債 費 30.51 29.48 26.47 26.80 26.93 27.63 26.02 26.72 
投 資 的 経 費 15.94 21.78 25.29 28.17 23.13 22.97 22.92 22.08 
普通建設事業費 15.75 21.59 25.09 27.98 22.93 22.77 22.72 21.88 
受託事業費 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 
災害復旧事業費 0.19 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 
その他の経費 93.17 66.46 67.77 68.56 68.59 68.74 69.61 69.49 
合計（Ａ） 220.36 197.46 199.13 201.79 195.05 196.75 194.82 192.56 

※ 項目別に四捨五入しているため、合計と各項目の合計値・
差引額は一致しない場合があります。
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財政調整基金
0.48 0.48 0.48 0.48 0.48 0.48 0.48 0.49減債基金（ルール外）
5.48 5.52 5.57 5.62 5.66 5.71 5.75 5.80備荒資金組合超過納付金

期
間
中
の
全
て
の
年
度
で
、
単
年
度
黒
字
が

確
保
さ
れ
る
見
通
し
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
ひ
と
ま
ず
は
安
心
し
て
い
い
と
い
う
こ

と
な
の
か
な
…で

も
、
大
型
事
業
や
土
地
開
発
公
社
の
債
務

解
消
に
よ
る
負
担
が
、
市
の
財
政
を
圧
迫
と

い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
か
し
ら
…

大
鬼
く
ん
の
言
う
よ
う
に
、
特
に
厳
し
い
状

態
か
ら
は
脱
け
出
し
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
大
型
事
業
や
公
社
の
債
務
解
消
に
つ

い
て
は
、
財
政
見
通
し
を
踏
ま
え
て
実
施
を
決
定
し
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
財
政
状
況
が
悪
化
す
る
こ
と
は
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
の
人
口
推
移
を
考

え
れ
ば
、
市
税
収
入
は
年
々
減
少
し
て
い
く
で
し
ょ
う
し
、

地
方
交
付
税
が
大
き
く
減
額
さ
れ
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま

す
。
加
え
て
、
近
い
将
来
に
は
そ
の
他
の
公
共
施
設
の
更

新
な
ど
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、
よ
り
慎
重
な
財
政
運
営
を

心
掛
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
28
年
度
ま
で
は
増
加
す
る
も
の
の
、
次

年
度
以
降
は
減
少
に
転
じ
、
平
成
32
年
度
に

は
、
平
成
25
年
度
に
比
べ
0
・
87
億
円
減
少

す
る
見
通
し
で
す
。

全
て
の
年
度
で
単
年
度
黒
字
が
確
保
さ
れ
、

期
間
中
に
基
金
（
※
）
を
取
り
崩
す
必
要
は

な
い
た
め
、
基
金
残
高
は
、
平
成
24
年
度
末

と
ほ
ぼ
同
額
を
維
持
で
き
る
見
通
し
で
す
。

※ 

こ
こ
で
い
う
基
金
と
は
、
財
政
調
整
基
金
な
ど
財
源
不

足
を
補
う
た
め
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
基
金
の
こ
と
で

す
。

　

基
金
（
市
の
貯
金
）
は
、
期
間
を
通
じ
て
、
11
億
円
台

を
維
持
で
き
る
見
通
し
で
す
。

　

市
債
残
高
は
、
一
時
的
な
増
加
は
あ
る
も
の
の
、
減
少

基
調
で
推
移
す
る
見
通
し
で
す
。

市
債
残
高
の
見
通
し

基
金
残
高
の
見
通
し

今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

【基金残高の見通し】

【市債残高の見通し】

◎ 大型事業推進プランに
よる事業 110.62億円

　市は、平成25年度以降、公
共施設の更新や防災関連事業
などに順次取り組んでいくこ
とになるため、財政運営の安
定性を堅持しながら、これら
の大型事業を着実に実施する
ことを目的に、『大型事業推
進プラン』を策定しました。
　中期財政見通しには、プラ
ンに計上した全事業を盛り込
みました。

◎ 土地開発公社の債務
解消 25.04億円

　土地開発公社は、市に代わ
り公共施設用地を取得する団
体ですが、市は、厳しい財政
状況のため、これらの用地を
買い取りできない状況が続き、
公社が負った債務を解消でき
ない状況が続いてきました。
　公社債務は、平成24年度末
には25.94億円に上りました
が、市は、平成25年度に、三
セク債を活用してこれを代位
弁済する予定です。
　中期財政見通しには、これ
ら公社債務解消に係る経費を
盛り込みました。

　これまで抑制してきた大型
事業や懸案であった土地開発
公社の債務解消を盛り込みま
した。

見通しにおける主な事業

5 市の将来の台所事情



大
規
模
停
電
あ
の
日
を
忘
れ
な
い

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
そ
う

問
い
合
わ
せ　

総
務
グ
ル
ー
プ
（
☎
85
１
１
３
０
）

11.27

　

暴
風
に
よ
り
、
住
家
21
棟
、
非
住
家
6

棟
、
公
共
施
設
な
ど
の
建
物
破
損
32
施
設
、

道
路
3
箇
所
、
倒
木
795
本
の
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
停
電
に
よ
り
商
店
が
営
業
が
で

き
な
い
な
ど
の
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

　

11
月
27
日
、
低
気
圧
が
発
達
し
な
が
ら

胆
振
・
日
高
地
方
を
通
過
し
、
強
い
冬
型

の
気
圧
配
置
と
な
っ
て
寒
気
が
流
入
し
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
低
気
圧
通
過
後
は
西

寄
り
の
風
が
、
明
け
方
か
ら
朝
に
か
け
て

急
速
に
強
ま
り
、
雨
が
湿
り
雪
に
変
わ
っ

て
、
暴
風
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
最
大
瞬
間
風
速
24
・
2
㍍

を
観
測
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
11
月
27
日
時

点
で
は
観
測
史
上
歴
代
１
位
の
風
速
で
し

た
。

　

市
は
、
他
自
治
体
や
関
係
機
関
、
民
間

企
業
な
ど
と
災
害
時
に
お
け
る
支
援
協
定

を
締
結
し
て
い
ま
す
。
大
規
模
停
電
発
生

時
に
は
生
活
必
需
品
や
暖
房
器
具
の
提
供

を
受
け
、
協
定
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
が

実
証
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
札
内
町
に
建
設
さ
れ
て
い
る

太
陽
光
発
電
施
設
の
電
気
を
災
害
時
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
協
定
の
締
結
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
も
他
の
自
治
体
や
関
係
機

関
と
の
連
携
、
迅
速
な
応
急
・
復
旧
活
動

を
行
え
る
よ
う
、
各
種
の
災
害
に
対
応
し

た
多
角
的
な
協
定
の
締
結
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

町
内
会
の
避
難
訓
練
な
ど
で
の
広
報
活
動

を
通
し
て
、
検
証
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
停
電
発
生
時
、
避
難
所
情
報
を

広
報
車
で
広
報
し
て
い
ま
し
た
が
、
聞
こ

え
な
か
っ
た
と
の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
、
ス

ピ
ー
カ
ー
を
4
方
向
に
搭
載
し
た
広
報
車

の
整
備
と
広
報
車
に
よ
る
周
知
方
法
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
の

効
果
に
つ
い
て
は
、
総
合
防
災
訓
練
や
各

避
難
所
で
は
暖
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

市
は
、
今
回
の
大
規
模
停
電
を
教
訓
と

し
、
避
難
所
へ
の
毛
布
や
停
電
時
に
も
使

用
で
き
る
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
、
非
常
用
ガ
ス

発
電
機
の
備
蓄
を
進
め
て
お
り
、
冬
季
の

災
害
に
も
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
停
電
は
11
月
末
の
冬
期
間
に
発

生
し
ま
し
た
。
電
力
の
供
給
が
止
ま
り
家

庭
で
は
灯
油

ス
ト
ー
ブ
が

使
用
で
き
ま

せ
ん
で
し
た

が
、
各
関
係

機
関
や
民
間

企
業
か
ら
毛

布
や
ポ
ー
タ

ブ
ル
ス
ト
ー

ブ
な
ど
の
支

援
が
あ
り
、

　

昨
年
発
生
し
た
大
規
模
停
電
を
踏
ま
え

て
、
市
で
次
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
24
年
11
月
27
日
、
暴
風
雪
に
よ
り
送
電
線
鉄
塔
が
倒
れ
、
大
規
模
停
電
が
発
生
し
ま
し
た
。
市
内
2
万
１
千
320
戸
が

停
電
し
、
4
日
間
に
も
及
ぶ
長
い
停
電
と
な
り
ま
し
た
。
あ
の
大
規
模
停
電
か
ら
間
も
な
く
１
年
に
な
り
ま
す
。
今
号
で
は
、

大
規
模
停
電
を
教
訓
と
し
た
市
や
市
民
活
動
団
体
な
ど
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

各
避
難
所
の

各
避
難
所
の

災
害
時
備
蓄
品
の
整
備

災
害
時
備
蓄
品
の
整
備

市
民
に
正
確
な
情
報
を

市
民
に
正
確
な
情
報
を

伝
達
す
る
広
報
活
動

伝
達
す
る
広
報
活
動

災
害
に
強
い
ま
ち
を

災
害
に
強
い
ま
ち
を

実
現
す
る
た
め
に

実
現
す
る
た
め
に

当
時
の
気
象
の
概
要

被
害
状
況

▲寄せられた救援物資

▲強風によって倒れた木
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【
26
日
㈪
】

21
時
17
分

　

暴
風
警

報
に
伴

う
警
戒

態
勢
を

執
る

【
27
日
㈫
】

7
時
45
分

　

市
内
全

域
で
停

電
発
生

12
時
50
分　

北
海
道
電
力
㈱
か
ら
説
明
が

あ
り
、
停
電
の
原
因
が
送
電
線
鉄
塔
の

倒
壊
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
復
旧
に
3

日
程
度
か
か
る
こ
と
が
判
明

〈
15
時
〜
21
時　

最
大
2
万
１
千
320
世
帯

が
停
電
〉

17
時
〜　

避
難
所
を
開
設
（
鷲
別
公
民
館
、

富
岸
小
学
校
、
市
民
会
館
、
婦
人
セ
ン

タ
ー
、
登
別
温
泉
公
民
館
）

【
28
日
㈬
】

16
時
30
分
〜　

避
難
所
追
加
開
設
（
鉄
南

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
常
盤
婦
人
研
修

の
家
、
老
人
憩
の
家
こ
ぶ
し
の
家
）

【
30
日
㈮
】

4
時
50
分　

送
電
線
の
復
旧
に
よ
り
、
電

力
供
給
開
始
。
避
難
所
を
順
次
閉
鎖

20
時　

最
後
の
避
難
所
を
閉
鎖
し
、
警
戒

態
勢
を
解
く

提
供
は
、
困
難
の
中
に
あ
る
避
難
者
の
大

き
な
助
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
連
合
町
内
会
は
、
市
内
の
停

電
状
況
な
ど
の
情
報
共
有
や
高
齢
者
の
安

否
確
認
な
ど
を
実
施
し
、
自
分
た
ち
の
命

は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
地
域
力
が
発
揮
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
規
模
停
電
と
い
う
全
国
で
も
類
の
な

い
経
験
を
し
た
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
こ

の
経
験
を
生
か
し
、
災
害
時
に
自
分
で
で

き
る
こ
と
、
地
域
で
で
き
る
こ
と
、
行
政

が
で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
、
地
域
防

災
力
の
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

う
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

全
国
各
地
の
企
業
や
商
店
、
団
体
、
個

人
、
自
治
体
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
か
ら
、

食
料
品
や
飲
料
水
、
懐
中
電
灯
、
使
い
切

り
カ
イ
ロ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
支
援
を
受

け
ま
し
た
。

　

大
規
模
停
電
が
発
生
し
た
当
時
、
市
職

員
が
自
主
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
の

避
難
所
を
開
設
し
た
り
、
消
防
が
破
損
し

た
家
屋
や
倒
木
の
処
理
に
当
た
っ
た
り
す

る
な
ど
の
対
応
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
の
備
蓄
な
ど
の
ほ
か
、
陸
上

自
衛
隊
か
ら
ス
ト
ー
ブ
や
毛
布
な
ど
の
救

援
物
資
の
貸
与
を
受
け
、
市
民
が
避
難
生

活
を
送
る
た
め
の
態
勢
を
整
え
ま
し
た
。

　

避
難
所
で
は
、
多
く
の
市
民
活
動
団
体

に
よ
る
炊
き
出
し
支
援
が
あ
り
ま
し
た
。

冬
季
の
避
難
生
活
の
中
で
温
か
い
食
事
の

　

ま
た
、
停
電
時
に
は
市
内
で
暴
風
が
発

生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
各
家
庭
の
庭
の
木

が
倒
れ
た
と
い
う
電
話
が
市
に
た
く
さ
ん

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
の
財
産
は
自
分

で
守
る
と
い
う
原
則
に
立
ち
、
異
変
を
感

じ
た
と
き
に
は
自
ら
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
か

ら
情
報
を
集
め
、
サ
イ
レ
ン
な
ど
に
も
気

を
配
り
、
適
切
に
判
断
し
行
動
で
き
る
よ

　

今
回
の
停
電
で
は
、
停
電
発
生
直
後
に

ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
や
乾
電
池
な
ど
を

購
入
す
る
方
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
来
る
」

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
自
然
の
猛
威
を
防

ぐ
こ
と
は
難
し
く
、
災
害
は
い
つ
起
こ
る

か
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
の
備

え
を
大
切
に
し
、
万
が
一
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
も
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
準

備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

停
電
に
備
え
て
用
意
し
て
お
く
も
の

□
携
帯
ラ
ジ
オ

□
懐
中
電
灯
・
ろ
う
そ
く
・
ラ
ン
タ
ン

□
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

□
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
（
電
池
式
）

□
使
い
切
り
カ
イ
ロ
・
湯
た
ん
ぽ

□
乾
電
池

□
携
帯
電
話
の
乾
電
池
式
充
電
器

い
ざ
と
い
う
と
き

い
ざ
と
い
う
と
き

慌
て
な
い
よ
う
に

慌
て
な
い
よ
う
に

行
政
と

行
政
と

市
民
活
動
団
体
の
連
携

市
民
活
動
団
体
の
連
携

全
国
か
ら
あ
た
た
か
い

全
国
か
ら
あ
た
た
か
い

支
援
の
輪

支
援
の
輪

自
助
・
共
助
・
公
助
で

自
助
・
共
助
・
公
助
で

減
災
を
推
進

減
災
を
推
進

停
電
に
よ
る
市
の
対
応

▲倒壊した電線鉄塔

▲炊き出しの様子
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登別市功労者表彰

登別市表彰
総務グループ（☎85１１３０）

　登別市功労者表彰・登別市表彰は、永年にわたり登別市の行
政や社会福祉などに貢献し、市民の模範となる行いをした方や
団体に対し、表彰を行うものです。
　このたびの受賞者は、市功労者表彰12人、市表彰34人 1団体
（自治貢献表彰16人、社会貢献表彰 7人、教育文化貢献表彰11
人、善行表彰 1団体）で、11月 3日㈰の文化の日に市民会館で
表彰式が行われます。

後ご

藤と
う　

　

勲い
さ
お

さ
ん

橘た
ち
ば
な

　
　
　

定さ
だ
む

さ
ん

脇わ
き　

　

俊と
し

昭あ
き

さ
ん

髙た
か

澤ざ
わ　

光み
つ

男お

さ
ん

永年にわたり交通安全
指導員として交通安全
思想の啓発並びに交通
事故防止に尽力

永年にわたり町内会長
及び役員として市勢の
発展と振興に尽力

永年にわたり町内会長
及び役員として市勢の
発展と振興に尽力

永年にわたり町内会役
員並びに老人クラブ会
長として市勢の発展と
振興に尽力

髙た
か

橋は
し　

清せ
い

一い
ち

さ
ん

齊さ
い

藤と
う

甲か

斐い

之の

助す
け

さ
ん

清し

水み
ず　

　

武た
け
し

さ
ん

邊へ
ん

見み　
　

昇の
ぼ
る

さ
ん

永年にわたり消防団員
として郷土防災の発展
と振興に尽力

永年にわたり学校医と
して児童の健康管理並
びに学校環境衛生等の
向上に尽力

永年にわたり交通安全
指導員として交通安全
思想の啓発並びに交通
事故防止に尽力

永年にわたり交通安全
指導員として交通安全
思想の啓発並びに交通
事故防止に尽力

早は
や

川か
わ　

邦く
に

雄お

さ
ん

佐さ

藤と
う　

　

豊ゆ
た
か

さ
ん

千ち

葉ば　

一か
ず

男お

さ
ん

斎さ
い

藤藤と
う

康や
す

子こ

さ
ん

永年にわたり学校歯科
医として児童の健康管
理並びに学校環境衛生
等の向上に尽力すると
ともに健康づくり推進
協議会委員として市民
の健康と福祉の保持に
尽力

永年にわたり学校歯科
医として児童生徒の健
康管理並びに学校環境
衛生等の向上に尽力す
るとともに介護認定審
査会委員として介護保
険制度の運営に尽力

永年にわたり町内会長
及び役員として市勢の
発展と振興に尽力する
とともに民生委員児童
委員として社会福祉の
向上に尽力

永年にわたり学校薬剤
師として児童生徒の健
康管理並びに学校環境
衛生等の向上に尽力
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登 別 市 表 彰

平成25年度　登別市功労者表彰
問い合わせ

〜
自
治
貢
献
表
彰
〜

〜
社
会
貢
献
表
彰
〜

〜
善
行
表
彰
〜

〜
教
育
文
化
貢
献
表
彰
〜

多
年
に
わ
た
り
体
育
団
体
役
員
と
し
て

体
育
の
振
興
に
尽
力

前ま
え

野の　

利と
し

一い
ち

さん

髙た
か

橋は
し　

　

務つ
と
む

さん

多
年
に
わ
た
り
体
育
団
体
役
員
と
し
て

体
育
の
振
興
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
文

化
団
体
役
員
と
し
て
芸
術
文
化
の
振
興

に
尽
力

五い

十か

里り

満み
ち

義よ
し

さん

多
年
に
わ
た
り
図
書
館
協
議
会
委
員
と

し
て
教
育
と
文
化
の
発
展
に
尽
力

合ご
う

田だ

美み

津つ

子こ

さん

多
年
に
わ
た
り
青
少
年
指
導
委
員
と
し

て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力

髙た
か

橋は
し　

正ま
さ

子こ

さん

髙た
か

橋は
し　

良よ
し

子こ

さん

佐さ

藤と
う

美み

代よ

子こ

さん

佐さ

藤と
う

文ふ
み

子こ

さん

山や
ま

本も
と

富ふ

美み

子こ

さん

小お

沢ざ
わ

裕ゆ

美み

子こ

さん

木き
の

下し
た　

則の
り

男お

さん

多
年
に
わ
た
り
暴
力
追
放
運
動
推
進
団
体
連
絡
協

議
会
役
員
と
し
て
暴
力
排
除
の
啓
発
並
び
に
暴
力

追
放
運
動
に
尽
力

古こ

伯は
く　

睦む
つ

夫お

さん

多
年
に
わ
た
り
消
費
者
協
会
役
員
と
し
て
消
費
者

保
護
並
び
に
消
費
生
活
の
向
上
に
尽
力

羽は

澤ざ
わ　

ケ
イ
さん

多
年
に
わ
た
り
町
内
会
役
員
と
し
て
市
勢
の
振
興

と
発
展
に
尽
力

伊い

藤と
う　

芳よ
し

雄お

さん 

石い
し

谷た
に　

弘こ
う

二じ

さん

本ほ
ん

間ま　

経け
い

造ぞ
う

さん 
山や

ま

﨑ざ
き　

信し
ん

一い
ち

さん

善ぜ
ん

方ぽ
う　

　

仁ひ
と
し

さん 
小こ

林ば
や
し　

良よ
し

郷さ
と

さん

山や
ま

本も
と　

春は
る

雄お

さん 

南み
な
み　

　

行ゆ
き

雄お

さん

春は
る

木き　
　

勉つ
と
む

さん 

近ち
か

井い　

健け
ん

一い
ち

さん

江え

口ぐ
ち　

武た
け

利と
し

さん

多
年
に
わ
た
り
都
市
計
画
審
議
会
委
員
と
し
て
都

市
の
健
全
な
発
展
に
尽
力

石い
し

井い　

憲け
ん

一い
ち

さん 

宮み
や

武た
け　

尚ひ
さ

史し

さん

多
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
と
し
て
市
勢
の
発
展

と
振
興
に
尽
力

中な
か

山や
ま　

富と
み

雄お

さん

多
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
交
通
安

全
思
想
の
啓
発
並
び
に
交
通
事
故
防
止
に
尽
力

有あ
り

坂さ
か　

了り
ょ
う

堅け
ん

さん

多
年
に
わ
た
り
介
護
認
定
審
査
会
委
員
と
し
て
介

護
保
険
制
度
の
運
営
に
尽
力

角か
く

井い

か
お
る
さん 

今い
ま

野の　

廣ひ
ろ

利と
し

さん

多
年
に
わ
た
り
福
祉
団
体
役
員
と
し
て
社
会
福
祉

の
向
上
に
尽
力

髙た
か

橋は
し　

良よ
し

夫お

さん 

髙た
か

野の　

律り
つ

雄お

さん

多
年
に
わ
た
り
商
工
会
議
所
会
頭
と
し
て
産
業
の

振
興
に
尽
力

上う
え

田だ　

俊と
し

朗ろ
う

さん

多
年
に
わ
た
り
学
校
医
と
し
て
児
童
の
健
康
管
理

並
び
に
学
校
環
境
衛
生
等
の
向
上
に
尽
力

宮み
や

町ま
ち　

敬け
い

吉き
ち

さん

多
年
に
わ
た
り
登
別
温
泉
に
お
け
る
観
光
案
内
並

び
に
記
念
撮
影
協
力
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
観
光
の
振
興
に
尽
力

登
別
市
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
会

9 平成25年度　登別市功労者表彰　登別市表彰
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第２次ベビーブーム（昭和46～49年）

0 10 20 30 40 50 60 70

理想の子ども数を持たない理由（複数回答）
－予定子ども数が理想子ども数を下回る夫婦について－

国立社会保障・人口問題研究所「第14回出生動向基本調査」／2010年より引用
（％）

子育てや教育にお金がかかりすぎるから

高年齢で生むのはいやだから

欲しいけれどもできないから

健康上の理由から
これ以上、育児の心理的、肉体的負担に

耐えられないから
自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから

家が狭いから

夫の家事・育児への協力が得られないから
一番末の子が夫の定年退職までに成人して

ほしいから
夫が望まないから

子どもがのびのび育つ社会環境ではないから

自分や夫婦の生活を大切にしたいから

60.4

35.1

19.3

18.6

17.4

16.8

13.2

10.9

8.3

7.4

7.2

5.6

少
子
化
を
み
ん
な
で
考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て

あ
な
た
も
私
も
自
分
ら
し
く

問い合わせ
市民サービスグループ
（☎85２１３９）

　

市
は
、
4
月
に
さ
ら
な
る
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
策
定

し
た
『
登
別
市
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
（
第
2
次
）
』
に
基
づ
き
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
女
性
も
男
性
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
身
体
の
特
徴
を
十
分
に
理
解
し
合

い
、
互
い
に
思
い
や
り
を
持
っ
て
生

き
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
も
男
性
も
健
康
で
心

豊
か
な
生
活
を
営
む
た
め
に
は
、
一

人
一
人
が
日
常
生
活
に
お
け
る
健
康

づ
く
り
の
大
切
さ
を
自
覚
す
る
こ
と

と
、
『
生
き
が
い
』
を
感
じ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

今
号
で
は
、
平
成
6
年
の
国
際
人

口
開
発
会
議
で
提
唱
さ
れ
た
『
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ

（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
）

※
』
の
観
点
か
ら
少
子
化
問
題
を
考

え
ま
す
。

※ 

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／

ラ
イ
ツ
と
は
、
妊
娠
や
出
産
、
中

絶
な
ど
に
関
わ
る
女
性
の
健
康
を

重
視
し
、
さ
ら
に
産
む
産
ま
な
い

の
自
己
決
定
権
の
ほ
か
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
女
性
が
自
分
の
健
康
を

主
体
的
に
守
っ
て
生
き
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

　

少
子
化
が
進
む
要
因
は
、
晩
婚
化

や
未
婚
率
の
上
昇
の
ほ
か
、
新
た
に

『
も
う
け
た
い
子
ど
も
の
数
の
変
化
』

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
第
14
回
出
生
動
向
基
本
調
査
に

よ
る
と
、
『
理
想
の
子
ど
も
数
を
持

た
な
い
理
由
』
で
最
も
多
か
っ
た
の

は
、
『
子
育
て
や
教
育
に
お
金
が
か

か
り
す
ぎ
る
か
ら
』
と
い
う
経
済
的

な
も
の
で
し
た
。

　

現
在
、
女
性
の
社
会
参
画
は
少
し

ず
つ
進
ん
で
い
ま
す
が
、
ま
だ
『
働

く
女
性
』
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
は

十
分
と
は
言
え
ず
、
晩
婚
化
や
高
齢

出
産
も
や
む
を
得
な
い
状
況
の
方
も

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

少
子
化
が
進
む
要
因

少
子
化
が
進
む
要
因

10 少子化をみんなで考えてみよう



　

今
後
、
女
性
が
子
育
て
を
し
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
通
り
仕
事
を
続
け
る

た
め
に
は
、
家
庭
に
お
け
る
夫
婦
の

役
割
分
担
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得

率
の
向
上
な
ど
、
環
境
整
備
の
推
進

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

女
性
が
『
働
き
続
け
る
こ
と
』
と

『
家
庭
や
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
』
は
、

決
し
て
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
る
べ
き

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
『
子
ど
も
を

持
て
る
環
境
に
な
っ
た
と
き
に
は
、

既
に
、
自
分
の
身
体
が
そ
の
願
い
を

か
な
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
だ

っ
た
』
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
ま
す
。

　

そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
も
、
働

く
女
性
は
、
高
齢
妊
娠
・
出
産
が
も

た
ら
す
影
響
な
ど
に
関
す
る
情
報
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
原
因
は
、
子
宮
筋
腫
な
ど
の

子
宮
形
態
異
常
や
黄
体
機
能
不
全
に

よ
る
内
分
泌
因
子
の
ほ
か
、
免
疫
に

よ
る
も
の
、
感
染
症
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
不
育
症
と
診
断
さ
れ

て
も
、
そ
の
原
因
ご
と
の
治
療
に
よ

り
、
80
㌫
以
上
の
方
が
出
産
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
必
ず
し
も
妊
娠
年
齢
の
高

齢
化
が
不
育
症
を
も
た
ら
す
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
高
齢
妊
娠
は
流

産
の
確
率
を
上
げ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

卵
子
は
生
理
の
た
び
に
新
し
い
も

の
が
形
成
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
胎

児
期
に
形
成
さ
れ
た
も
の
が
順
番
に

排
卵
さ
れ
る
た
め
、
お
お
む
ね
35
歳

を
過
ぎ
る
と
、
卵
子
の
老
化
に
よ
っ

て
そ
れ
ま
で
よ
り
も
妊
娠
し
に
く
く

な
り
ま
す
。

　

妊
娠
し
て
も
流
産
を
繰
り
返
す
症

状
を
『
不
育
症
』
と
い
い
ま
す
。 

　

高
齢
妊
娠
・
出
産
が
も
た
ら
す
影

響
と
し
て
は
、
女
性
の
卵
子
が
老
化

す
る
こ
と
に
よ
る
『
不
妊
』
や
妊
娠

し
て
も
流
産
を
繰
り
返
す
『
不
育
症
』

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

全
て
の
卵
子
は
女
性
が
胎
児
の
こ

ろ
に
形
成
さ
れ
、
こ
の
卵
子
が
成
熟

し
、
第
2
次
性
徴
期
か
ら
閉
経
ま
で

の
間
に
排
卵
さ
れ
ま
す
。

『
卵
子
の
老
化
』

『
不
育
症
』

正
し
い
情
報
理
解
を

正
し
い
情
報
理
解
を

高
齢
妊
娠
・
出
産
が
も
た
ら
す
影
響

高
齢
妊
娠
・
出
産
が
も
た
ら
す
影
響

11月12日㈫～25日㈪
女性に対する暴力をなくす運動

男女共同参画作品展表彰式
にお越しください

『配偶者からの暴力の防止及び被害者の
保護に関する法律』が一部改正されます

『ストーカー行為等の規制等に関する法
律』が一部改正されました

　配偶者などからの暴力や性犯罪、売買春・
人身取り引き、セクシュアル・ハラスメン
ト、ストーカー行為などの女性に対する暴
力は、女性の人権を著しく侵害するもので
あり、男女共同参画
社会を形成していく
上で克服すべき重要
な課題です。
　また、暴力は犯罪
であり、決して許さ
れるものではありま
せん。
　ひとりで悩まずに、
まず相談しましょう。

　 6月に開催された 4回目の男女共同参画
週間作品展で入賞した標語17作品、習字27
作品、ポスター 5作品を表彰します。
　また、引き続き男女共同参画フォーラム
2013を開催します。
◎日時　11月17日㈰
　12時15分　表彰式
　13時　ビデオフォーラム
◎場所　市民会館

　改正の主な内容は、適応対象の拡充や支
援体制強化と整備推進などです。
　詳しくは、内閣府男女共同参画局ホーム
ページをご覧
ください。

　詳しくは、警視庁ホームページをご覧く
ださい。

配偶者暴力防止法 検索

ストーカー規制法 検索

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

11 少子化をみんなで考えてみよう



新寿の家健康サークル ななかまど コスモスサークル

たんぽぽ 和（なごみ）教室 ひまわりサークル

かろやか教室でかろやか教室で
介護予防を始めましょう介護予防を始めましょう

問い合わせ　高齢・介護グループ（☎85５７２０）

　市の高齢化率は、平成 2年は13.1㌫でしたが、平成25年 8 月末には30.3㌫となり、今後も高齢者の割
合が増えていくことが予測されます。
　皆さんが、生き生きと元気に暮らしていくためには、一人一人が健康を守っていくことが大切です。
　自分の体をもう一度見直し、心身ともに健康で生きがいのある生活を送るために、元気なうちから介
護予防を始めてみませんか。

○ 

筋
力
が
つ
き
、
つ
ま
ず
き
に

く
く
な
っ
た

○ 

体
力
が
つ
き
、
疲
れ
に
く
く

な
っ
た

〇 

運
動
の
習
慣
が
つ
き
、
活
動

量
が
増
え
た

○
食
欲
が
出
た

〇 

筋
力
が
低
下
し
、
つ
ま
ず
き

や
す
く
な
っ
た

○ 

体
力
が
落
ち
、
疲
れ
や
す
く

な
っ
た

○ 

動
く
こ
と
が
面
倒
で
、
外
出

の
機
会
や
活
動
量
が
減
っ
た

○
活
動
量
が
減
少

　

し
、
食
欲
が
低

　

下
し
た

○
転
倒
し
、
骨
折
し
た

※ 
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
原
因

の
約
24
㌫
が
高
齢
に
よ
る
衰

弱
、
骨
折
・
転
倒
に
よ
る
も

の
で
す
。

自立した生活へ

寝たきり状態に…

か
ろ
や
か
教
室
へ
行
こ
う

◇
つ
ま
ず
き
や
す
く
な
っ
た　

◇
15
分
以
上
歩
き
続
け
る
の
が
つ
ら
い

◇
手
す
り
が
な
い
と
階
段
を
上
る
こ
と
が
で
き
な
い　

◇
む
せ
や
す
く

な
っ
た　

◇
固
い
も
の
を
噛
み
に
く
く
な
っ
た　

◇
食
欲
が
湧
か
な
い

見
つ
け
よ
う
危
険
な
老
化
の
サ
イ
ン

あ
な
た
は
こ
れ
ら
の
サ
イ
ン
を
ど
う
捉
え
ま
す
か

何かしなきゃ
と考える

年のせいだと
諦める

　

か
ろ
や
か
教
室
を
卒
業
し
た
方
が
、
自
主
的
に
体

操
を
継
続
し
て
お
り
、
現
在
は
15
教
室
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

教
室
で
習
っ
た
内
容

を
も
と
に
、
教
室
ご
と

に
工
夫
し
た
活
動
に
取

り
組
み
、
仲
間
づ
く
り

や
外
出
の
機
会
創
出
、

体
操
の
継
続
な
ど
、
介

護
予
防
の
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。 か

ろ
や
か
卒
後
教
室

元気クラブ

12 かろやか教室で介護予防を始めましょう



なかよしクラブ わかばサークル 美人草（ひなげし）サークル さわやかサークル

すずらんサークル

卒後敎室の皆さん

きたこぶしサークル のびのびサークル ハッピーフレンズ

４
教
室
が
今
年
か
ら
活
動
を
始
め
ま
し
た

か
ろ
や
か
教
室
っ
て何

？

認知症認知症
予防予防

運動機能運動機能
向上向上

口腔機能口腔機能
向上向上

　

か
ろ
や
か
教
室
で
は
、
理
学
療
法
士
や
保
健
師
に
よ
る
楽
し
く
無
理
な
く

続
け
ら
れ
る
体
操
の
他
、
お
口
や
食
事
の
話
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

体
を
動
か
す
だ
け
で
な
く
、
お
話
を
す
る
こ
と
や
笑
う
こ
と
が
、
認
知
症

予
防
や
う
つ
・
閉
じ
こ
も
り
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

脳活性化の指体操
指を動かすことで、脳への血流がよくな
り、脳が活性化します。

かろやか体操
足腰の筋力を強化することで、転倒しに
くい体づくりや、膝・腰の痛み軽減につ
ながります。

歯科衛生士のお話
唾液が出る口腔体操などが学べます。

◎ 

タ
オ
ル
体
操　

タ
オ
ル
を
使
っ
て
、
腕

や
足
な
ど
全
身
を
動
か
し
ま
す
。

◎ 

リ
ズ
ム
体
操　

お
な
じ
み
の
歌
に
合
わ

せ
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
す
。

◎ 

管
理
栄
養
士
の
お
話　

バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
、
減
塩
の
工
夫
な
ど
が
学
べ

ま
す
。

◎ 

体
力
測
定　

片
足
立
ち
や
30
秒
立
ち
座

り
な
ど
を
行
い
、
バ
ラ
ン
ス
力
や
足
腰

の
筋
力
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
他
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
歌
、

足
指
体
操
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

か
ろ
や
か
教
室
は
市
内
4
カ

所
（
鷲
別
公
民
館
、
若
草
つ
ど

い
セ
ン
タ
ー
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
婦
人
セ
ン
タ
ー
）
で
行

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
出
張
か
ろ
や
か
教
室

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
29
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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文
化
や
教
育
・
福
祉
の
充
実
を
重
点
施
策
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

市
の
強
い
要
請
を
受
け
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
が
開
校
し
た
の

は
昭
和
57
年
4
月
。
そ
の
後
30
年
以
上
に
わ
た
り
、
夢
を
持
ち
、
そ
の

道
の
プ
ロ
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
の
、
専
門
知
識
と
技
術
を
修
め

た
多
く
の
若
者
た
ち
を
札
内
の
大
地
か
ら
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
の
学
科
や
進
学
、

就
職
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
に
は
5
つ
の
仕
事
分
野
を
カ
バ
ー
す
る
9
学

科
8
コ
ー
ス
6
専
攻
が
あ
り
ま
す
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
な
る
た
め
の
学

習
サ
ポ
ー
ト
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
生
生
活
か
ら
社
会
に
羽
ば
た
く
ま
で
を
し
っ

か
り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
は
、

多
く
の
国
家
資
格
認
定
校
で
、
卒
業

と
同
時
ま
た
は
実
務
経
験
を
積
む
こ

と
で
資
格
が
取
得
で
き
た
り
、
試
験

の
一
部
が
免
除
さ
れ
る
な
ど
、
価
値

の
高
い
国
家
資
格
を
有
利
に
取
得
で

き
ま
す
。
普
段
の
授
業
の
ほ
か
、
特

別
講
座
で
も
資
格
対
策
を
行
い
ま
す
。

　

入
学
直
後
に
行
う
『
就
職
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
』
を
は
じ
め
、
『
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
』
『
就
職
模
擬
試
験
・

模
擬
面
接
』
な
ど
、
年
間
を
通
し
て

多
彩
な
就
職
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
。

学
内
の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
ク
ラ
ス
担
任
、
講
師
陣
が
一

丸
と
な
り
、
学
生
一
人
一
人
の
夢
の

実
現
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

学
生
の
毎
日
の
変
化
に
気
付
き
、

き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
の
で
き
る

『
担
任
制
』
と
、
専
門
力
を
高
め
人

間
力
を
育
む
『
段
階
型
教
育
』
で
学

生
の
個
性
を
最
大
限
に
引
き
出
し
ま

す
。
学
生
の
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
や

サ
イ
ン
に
気
付
け
る
よ
う
、
教
員
と

学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重

視
し
て
い
ま
す
。

　

『
で
き
る
こ
と
』
『
得
意
な
こ
と
』

が
一
人
一
人
身
に
付
く
よ
う
、
業
界

の
第
一
線
で
活
躍
す
る
現
役
の
プ
ロ

を
は
じ
め
、
業
界
経
験
豊
富
な
講
師

陣
が
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。
豊
富
な

実
習
量
と
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門

学
校
独
自
の
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

即
戦
力
と
な
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

成功のために、満足のために
日本工学院北海道専門学校紹介

問い合わせ
日本工学院北海道専門学校
☎88０８８８　思88０９００
http://www.nkhs.ac.jp

時
代
が
望
む

エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
養
成

一
人
一
人
の
就
職
力
を
高
め
る

独
自
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

就
職
に
つ
な
が
る

実
習
中
心
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

一
人
一
人
に
目
を
配
り

や
る
気
を
伸
ば
す
教
職
員

資
格
取
得
に
有
利
な

国
家
資
格
認
定
校
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学科・専攻・コース 学びのテーマ 将来の仕事

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
系

ゲームクリエイター科 作品のおもしろさを追求し、ゲーム制作のノウ
ハウを習得します

ゲームクリエイター、ゲームディ
レクター、ゲームプログラマー、
ゲームデザイナーなど

CGデザイナー科

キャラクター専攻 ゲーム、アニメーションなどのキャラクターデ
ザイン制作に必要なさまざまな技術を学びます

アニメーター、原画クリエイター、
作画監督、キャラクターデザイ
ナー、ＣＧデザイナー、３ＤＣＧ
デザイナー、ＣＧコンテンツプラ
ンナー、３ＤＣＧアニメーター、
Ｗｅｂデザイナー、Ｗｅｂプログ
ラマー、グラフィックデザイナー
など

イラスト専攻 感性を磨きながら、２Dを中心としたイラスト
全般の制作スキルを習得します

アニメーション専攻 アニメーション制作の高度なテクニックを習得
します

ゲームグラフィックス専攻 ゲームに向けた３DCG制作について学び、マル
チに活躍できるCGクリエイターを養成します

Webデザイン専攻 デザイン力を身につけ、さまざまなニーズに合
わせたWebサイトの制作について学びます

グラフィックデザイン専攻 ポスターやパンフレットなどのパブリッシング
デザインの制作について学びます

Ｉ
Ｔ
系

情報処理科

ＩＴライセンスコース プログラミング、システム設計を習得し、技術
と資格が備わったITエンジニアを育成

プログラマー、システムエンジニ
ア、ネットワークエンジニア、Ｗ
ｅｂプログラマーなど

パソコンマスターコース 資格取得を目標に、パソコンに強いビジネスス
ペシャリストを目指します

一般企業の経理・事務・営業、シ
ステム管理者、公務員、プログラ
マーなど

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
系

自動車整備科 二級自動車整備士の国家資格取得を目指す。
整備からカスタムカーづくりまでマスター

国産車・輸入車ディーラーのメカ
ニック、レーシングメカニック、
バイクメカニックなど

テクノロジー科

電気工学コース 道内唯一の電気主任技術者資格認定校で、電力
関連に携わる電気技術者を育成

エネルギー開発・設計技術者、プ
ラント設計技術者、電気・電力設
備の設計技師など

建築学科

インテリアデザインコース 空間デザインやインテリアに関する知識を学び、
建築業界で活躍する実力を養います

建築士、建築設計技術者、建築職
公務員、建築コンサルタント、イ
ンテリアデザイナーなど

テクニカルコース 建物の設計、デザインに携わる建築家や、建築
設計・施工技術者を目指します

建築士、建築設計技術者、建築職
公務員、建築ＣＡＤオペレーター、
建築施工技術者など

公
務
員
系

公務員学科
公務員事務コース
警察官・消防士コース
土木技官コース

１年で合格できる独自システムが強み。公務員
への夢を叶える学科

国家公務員（Ⅲ種）、防衛省職員
（Ⅲ種）、土木職公務員、都道府県
職員（初級）、警察官、消防士など

医
療
系

医療秘書科 ビジネススキルとＩＴスキルを持った、心豊か
な医療事務のエキスパートを養成

医療事務、医療秘書、電子カルテ
インストラクタ、病院管理、病棟
クラークなど

柔道整復科 医療現場だけでなく、スポーツ分野でも活躍で
きる柔道整復師を養成します

柔道整復師として独立開業、接骨
院・病院勤務、スポーツ施設、福
祉関連施設など

•
Ｉ
Ｔ
・
ク
リ
エ
イ
タ
ー
系

都
築
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
富
士
ゼ
ロ

ッ
ク
ス
北
海
道
、
マ
ー
ク
ス
、
ワ

ン
オ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
、
プ
ロ
シ
ー

ド
、
日
本
プ
レ
ー
ス
メ
ン
ト
セ
ン

タ
ー
、
北
海
道
旅
客
鉄
道
な
ど

•
自
動
車
整
備
系

日
産
プ
リ
ン
ス
札
幌
販
売
、
釧
路

農
業
協
同
組
合
機
械
セ
ン
タ
ー
、

札
幌
日
産
自
動
車
、
札
幌
ト
ヨ
タ

自
動
車
な
ど

• 

電
気
・
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
建

築
系

一
般
財
団
法
人
北
海
道
電
気
保
安

協
会
、
電
制
、
ア
サ
ヒ
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
ズ
、
熊
谷
組
、
日
本
フ
ー
ド

パ
ッ
カ
ー
、
エ
ス
シ
ー
・
マ
シ
ー

ナ
リ
な
ど

•
公
務
員
・
医
療
秘
書
系

国
家
公
務
員
Ⅲ
種
、
北
海
道
職
員
、

札
幌
市
職
員
、
登
別
市
職
員
、
室

蘭
市
職
員
、
帯
広
市
職
員
、
清
水

町
職
員
、
北
海
道
警
察
な
ど

•
し
ん
灸
・
柔
道
整
復
系

北
海
道
健
康
社
道
北
整
骨
院
、
大

能
長
生
館
、
熊
川
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー

ジ
治
療
院
、
爽
健
グ
ロ
ー
バ
ル
笑

顔
道
、
道
北
整
骨
院
な
ど

2
0
1
3
年
3
月
卒
業
生
の

主
な
就
職
先
・
進
学
先
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金
　
賞

優
秀
賞

登
別
市
民
憲
章
啓
発
標
語

登
別
市
民
憲
章
啓
発
標
語

金
賞
・
優
秀
賞
作
品

金
賞
・
優
秀
賞
作
品  

紹
介
紹
介

事
故
の
な
い　

平
和
を
守
る　

ヒ
ー
ロ
ー
に

 

幌
別
小
学
校　
　

塩し
お

谷た
に　

莉り

桜お　

青
少
年　

あ
か
る
い
夢
の　

そ
だ
つ
ま
ち

 

幌
別
西
小
学
校　

林は
や
し　

海の

愛あ　
　

こ
の
町
で　

夢
切
り
開
く　

第
一
歩

 

幌
別
東
小
学
校　

差さ
し

波な
み　

里り

歩ほ　

わ
ら
い
声　

た
く
さ
ん
ひ
び
く　

登
別

 

青
葉
小
学
校　
　

高た
か

橋は
し　

七な
な

海み　

助
け
合
い　

笑
顔
あ
ふ
れ
る　

思
い
や
り

 

鷲
別
小
学
校　
　

秋あ
き

本も
と　

沙さ

織お
り　

登
別　

み
ん
な
笑
顔
で　

夢
を
も
つ

 

若
草
小
学
校　
　

渡わ
た

部な
べ　

杏き
ょ
う　

　

私
た
ち
の　

ゆ
め
を
育
む　

ま
ち
づ
く
り

 

富
岸
小
学
校　
　

下し
も

山や
ま　

佳か

那な

琉る

登
別　

未
来
に
向
か
う　

子
ど
も
た
ち

 

登
別
小
学
校　
　

新あ
ら

井い

田だ　

有ゆ

希き

親
切
な　

心
が
町
を　

か
が
や
か
せ
る 

幌
別
小
学
校　
　

中な
か

野の　

美み

映え　

た
く
さ
ん
の　

緑
と
空
気
と
太
陽
が 

幌
別
小
学
校　
　

高た
か

橋は
し　

由ゆ

衣い　

き
ら
き
ら
か
が
や
く　

登
別

登
別　

平
和
で
豊
か
な　

毎
日
へ 

幌
別
小
学
校　
　

中な
か

川が

原わ
ら　

蓮れ
ん　

緑
と
空
気　

自
然
を
愛
し　

か
が
や
く
ま
ち 

幌
別
西
小
学
校　

渡わ
た

邊な
べ　

詩し

織お
り　

の
ぼ
り
べ
つ　

夢
に
む
か
っ
て　

歩
き
だ
す 

幌
別
西
小
学
校　

須す

美み　

風か
ざ

音ね　

大
好
き
で　

ず
っ
と
住
み
た
い　

こ
の
場
所
に 

青
葉
小
学
校　
　

冨と
み

永な
が　

言こ
と

葉は　

ル
ー
ル
を
守
る
強
い
心 

青
葉
小
学
校　
　

笠か
さ

間ま　

滉こ
う

陽よ
う　

気
持
ち
い
い　

緑
い
っ
ぱ
い　

し
ん
こ
き
ゅ
う 

青
葉
小
学
校　
　

藤ふ
じ

枝え
だ　

治は
る

輝き　

み
ん
な
や
さ
し
く　

笑
顔
で　

楽
し
い
町
に 

鷲
別
小
学
校　
　

木き

村む
ら　

百も
も

花か　

木
を
切
ら
ず　

そ
の
ま
ま
残
し
て　

育
て
よ
う 

鷲
別
小
学
校　
　

若わ
か

松ま
つ　

万ま

鈴り
ん　

が
ん
ば
ろ
う　

未
来
の
た
め
に　

親
切
に 

若
草
小
学
校　
　

西に
し

本も
と　

寛ひ
ろ

崇た
か　

毎
日
が　

元
気
に
明
る
い　

ま
ち
に
す
る 

若
草
小
学
校　
　

黒く
ろ

田だ　

真ま

帆ほ　

親
切
で　

住
み
よ
い
町
を　

つ
く
っ
て
く 

富
岸
小
学
校　
　

鈴す
ず

木き　

亜あ

梨り

朱す

未
来
で
も　

き
れ
い
な
町
で　

い
て
ほ
し
い 

富
岸
小
学
校　
　

谷た
に

川か
わ　

み
は
る

人
と
命
を
大
事
に　

明
日
を
作
ろ
う 

富
岸
小
学
校　
　

川か
わ

口ぐ
ち　

颯そ
う

太た　

一
人
よ
り　

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う　

元
気
未
来 

富
岸
小
学
校　
　

長な
が

幡は
た　

浩ひ
ろ

翔と　

ま
ち
づ
く
り　

緑
を
育
て　

夢
づ
く
り 

富
岸
小
学
校　
　

遠え
ん

藤ど
う　

亮り
ょ
う

顕け
ん　

登
別　

未
来
を
つ
く
る　

町
づ
く
り 

富
岸
小
学
校　
　

岸き
し

本も
と　

羽は

来な　

太
陽
と　

自
然
を
愛
し　

未
来
へ
と 

登
別
小
学
校　
　

野の

村む
ら　

颯そ
う

汰た　

問
い
合
わ
せ

登
別
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
事
務
局
連
絡
所

（
企
画
調
整
グ
ル
ー
プ
内
・
☎
85
１
１
２
２
）

　

登
別
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
は
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
市
内
全
8
小
学
校
の
4
年
生
を

対
象
に
、
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
市
民
憲
章
5
項
目
の
う
ち
の
2
項
目
『
自
然
を
愛
し　

力
を
あ
わ
せ
て　

緑
と
空

気
と
太
陽
の
い
っ
ぱ
い
あ
る　

き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
』
と
『
未
来
を
つ
く
る
青

少
年
の　

健
全
な
夢
の
育
つ
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
』
で
す
。

市民憲章
啓発活動

　登別市民憲章推進
協議会は、本年度の
新たな活動として 9
月20日㈮に街頭啓発
を行いました。ＪＲ
幌別駅とアーニス、
イオン登別店で通学・
通勤、買い物中の皆
さんへポケットティ
ッシュなどの啓発品
を配布しました。

▲ ＪＲ幌別駅で協議会と
一緒に啓発活動をする
登
と

夢
む

くん
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平成25年9月末の財政状況をお知らせします
財政公表

　平成25年度各会計予算は、平成25年第 1回登別市議会定例会で各会計の当初予算
が議決され、その後、 9月30日までに一般会計は 3回、学校給食事業特別会計、公
共下水道事業特別会計、簡易水道事業特別会計、介護保険特別会計がそれぞれ１回
の補正を行っています。
　平成25年度予算の 9月末日現在における収入と支出の概況、市民の市税負担の状
況、市債の状況などをお知らせします。

問い合わせ　財政グループ（☎85１３３１）

●平成25年度各会計予算の執行状況

●市債残高の状況

●一時借入金の状況

●市の財産の状況 ●市民１人当たりに換算すると

会計名 一般会計
特別会計

合　計
国民健康保険 学校給食事業 公共下水道事業 簡易水道事業 介護保険 カルルス温泉

スキー場事業
後期高齢者
医療

当初予算額 190億7,500万円 65億1,470万円 3億5,940万円 26億9,380万円 3,560万円 32億2,450万円 1億1,390万円 6億7,400万円 326億9,090万円

補 正 額 1億3,861万円 0円 330万円 240万円 80万円 2,747万円 0円 0円 1億7,258万円

前年度繰越額 5億8,064万円 0円 0円 5,000万円 0円 0円 0円 0円 6億3,064万円
予 算 現 額
（ 9月30日現在） 197億9,425万円 65億1,470万円 3億6,270万円 27億4,620万円 3,640万円 32億5,197万円 1億1,390万円 6億7,400万円 334億9,412万円
平
成
24
年
度
決
算
額

歳 入 202億9,152万円 66億9,917万円 3億4,957万円 27億0,938万円 3,648万円 30億7,665万円 1億  351万円 6億5,859万円 339億2,487万円

歳 出 197億9,328万円 65億4,792万円 3億4,955万円 27億0,665万円 3,648万円 30億2,754万円 1億  351万円 6億5,859万円 332億2,352万円

差 引 4億9,824万円 1億5,125万円 2万円 273万円 0円 4,911万円 0円 0円 7億  135万円

歳　

入

収入済額 96億5,216万円 26億3,183万円 8,043万円 2億7,649万円 669万円 13億  288万円 0円 2億3,395万円 141億8,443万円

収 入 率 48.8% 40.4% 22.2% 10.1% 18.4% 40.1% 0.0% 34.7% 42.3%

歳　

出

支出済額 74億5,038万円 27億6,067万円 1億4,535万円 10億3,901万円 1,084万円 12億5,580万円 806万円 2億2,582万円 128億9,593万円

執 行 率 37.6% 42.2% 41.6% 38.4% 29.7% 41.5% 7.8% 34.3% 38.8%

※項目ごとに表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げ額が一致しない箇所があります。

会計名 残　　高

一 般 会 計 208億5,174万円

特
別
会
計

学校給食事業 1,424万円

公共下水道
事 業 191億1,608万円

簡易水道事業 1億　610万円

合 計 400億8,816万円

　 9月30日現在において、一時借入金は借り入れていません。

市民１人当たりが負担する市税

10万   70円
市民１人当たりに使われるお金

37万7,152円
市民１人当たりの借金の残高

40万9,307円
※ 市税収入と一般会計予算額、一
般会計市債残高を人口で割った
金額です。

人口 　5万944人
（平成25年 9 月30日現在）

区　分 面積・金額

土 地 638.2万平方㍍

建 物 29.1万平方㍍

基金など
現 金 35億　334万円

土 地 11.0万平方㍍

そ の 他
債権など 5億  526万円

土 地 6.4万平方㍍
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9
月
20
日
㈮
、
市
内
各
地
で
『
の
ぼ
り
べ
つ
カ
ル
チ

ャ
ー
ナ
イ
ト
2
0
1
3
』
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が

行
わ
れ
、
公
共
施
設
や
民
間
施
設
、
14
カ
所
が
夜
間
公

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
昨
年
に
続
き
2
回
目
の
開
催
と
な
り
、

市
立
図
書
館
で
は
英
語
と
日
本
語
に
よ
る
絵
本
の
読
み

比
べ
、
郷
土
資
料
館
で
は
未
公
開
資
料
展
な
ど
各
施
設

が
専
門
分
野
を
生
か
し
た
催
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

消
防
本
部
で
は
は
し
ご
自
動
車
で
高
さ
20
㍍
ま
で
上

が
る
体
験
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
子
ど
も
は
普
段
見
ら

れ
な
い
景
色
に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

の
ぼ
り
べ
つ
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
2
0
1
3

普
段
と
は
一
味
違
っ
た

町
の
魅
力
を
再
発
見

▲絵本の読み比べに聞き入る参加者

　

9
月
21
日
㈯
、
イ
オ
ン
登
別
店

で
消
防
・
救
急
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
市
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
市
民
に
消
防
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
命
の
尊

さ
や
災
害
時
の
対
策
な
ど
、
防
災

に
関
す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら
う

た
め
に
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

駐
車
場
会
場
で
は
、
子
ど
も
が

楽
し
み
な
が
ら
消
防
に
親
し
め
る

ミ
ニ
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
や
防
火
衣

を
ま
と
っ
て
の
消
火
体
験
の
ほ
か
、

は
し
ご
自
動
車
や
救
助
工
作
車
、

救
急
自
動
車
の
展
示
が
行
わ
れ
、

大
人
も
子
ど
も
も
興
味
深
く
見
学

し
て
い
ま
し
た
。

　

店
内
会
場
で
は
、
登
別
消
防
創

設
100
周
年
に
ち
な
ん
だ
創
設
当
時

か
ら
の
沿
革
パ
ネ
ル
展
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使

用
方
法
と
心
肺
蘇
生
を
学
ぶ
救
急

講
習
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者

は
真
剣
に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
『
ば
ん
平ぺ

い

く
ん
ジ
ュ
ニ
ア
』

が
お
披
露
目
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

の
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

  

消
防
・
救
急
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

消
防
・
救
急
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

9
 20

も
っ
と
身
近
に　
　
　
　
　
　

楽
し
み
な
が
ら
消
防
体
験
9
 21

　
　
防
体
験
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10
月
7
日
㈪
〜
9
日
㈬
の
3
日
間
、
市
民
会
館

で
『
第
4
回
の
ぼ
り
べ
つ
し
学
校
給
食
展
』
（
市

主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
学
校
給
食
を
テ
ー
マ
と
し

た
児
童
生
徒
の
絵
画
と
標
語
の
作
品
展
や
給
食
で

使
わ
れ
て
い
る
調
味
料
の
紹
介
、
手
洗
い
指
導
、

栄
養
教
諭
に
よ
る
食
育
相
談
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

8
日
㈫
の
12
時
か
ら
は
給
食
の
試
食
会
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
前
浜
産
の
た
ら
こ
を
使
用
し
た
ク

リ
ー
ム
パ
ス
タ
な
ど
を
お
い
し
そ
う
に
味
わ
い
ま

し
た
。

第
4
回
の
ぼ
り
べ
つ
し
学
校
給
食
展

給
食
を
も
っ
と
身
近
に

▲地元の食材を使った給食を味わう参加者

　

10
月
6
日
㈰
、
岡
志
別
の
森
運
動
公
園
と
市
民
プ
ー
ル
で
『
市
民
ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
（
市
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
、
北
海
道
曹
達

㈱
主
催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
し
て
市
民
の
健
康
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
空
の
下
、
岡
志
別
の
森
運
動
公
園
で
は
、
『
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
』

や
『
駅
伝
競
走
大
会
』
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
家
族
や
友
人
の
声
援
を
受

け
な
が
ら
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
民
プ
ー
ル
で
は
、
『
水
中
玉
入
れ
競
争
』
や
『
水
中
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
』

な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
し
ん
灸
科
の
学
生
に

よ
る
『
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
』
も
設
け
ら
れ
、
市
民
の
関
心
を
集
め
て

い
ま
し
た
。

　

9
月
27
日
㈮
、
ら
い
ば
公
園
か
ら
幌
別
中
学
校

ま
で
の
区
間
で
、
同
中
学
校
伝
統
の
あ
ん
ど
ん
行

列
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
祭
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
あ
ん
ど
ん
行

列
は
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
協
賛
を
得
て

2
年
ぶ
り
に
復
活
し
ま
し
た
。

　

出
発
前
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
全
校
生
徒
が
い

じ
め
防
止
ソ
ン
グ
『
あ
り
が
と
う
の
木
』
を
合
唱

し
た
後
、
7
基
の
あ
ん
ど
ん
に
込
め
ら
れ
た
そ
れ

ぞ
れ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
紹
介
し
、
あ
ん
ど
ん
に

明
か
り
を
と
も
し
ま
し
た
。

幌
別
中
学
校
あ
ん
ど
ん
行
列

『
あ
り
が
と
う
』
の

気
持
ち
を
乗
せ
て

9
 27

10/
7～9 ▲点灯したあんどんを担ぐ生徒たち

市
民
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

市
民
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

10
 6

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
と

健
康
の
大
切
さ
を
実
感

▲ 水中玉入れ競争（上）と駅伝競走大会の様子
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人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

知
っ
て
備
え
る

知
っ
て
備
え
る  

防
災
メ
モ

防
災
メ
モ
第
10
回

書道サークル『楽
らく

伸
しん

会
かい

』
　

書
道
サ
ー
ク
ル
『
楽
伸
会
』
は
、

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

『
初
心
者
書
道
教
室
』
へ
の
参
加
者

が
よ
り
深
く
書
を
学
ぶ
た
め
、
平
成

24
年
6
月
に
結
成
し
ま
し
た
。
当
初

7
人
だ
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
今
で
は
12

人
に
増
え
、
毎
月
第
１
・
3
月
曜
日

の
10
時
か
ら
12
時
ま
で
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
中な

か

里さ
と

武た
け
し

さ
ん
は
「
私
た
ち

は
普
段
何
気
な
く
字
を
書
い
て
い
ま

す
が
、
上
手
に
書
こ
う
と
思
う
と
意

外
と
難
し
い
も
の
で
す
。
筆
の
運
び

な
ど
書
道
の
基
礎
を
学
び
、
自
分
の

住
所
や
名
前
な
ど
、
な
じ
み
の
あ
る

字
を
き
れ
い
に
書
け
る
と
達
成
感
が

あ
り
ま
す
。
少
し
ず
つ
訓
練
し
た
成

果
が
形
に
残
る
の
も
う
れ
し
い
で
す

ね
」
と
、
書
道
の
魅
力
に
つ
い
て
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

会
の
発
足
当
時
か
ら
参
加
し
て
い

る
太お

お

田た

新し
ん

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
は
「
私
は
書
道

の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

小
学
校
で
習
っ
た
習
字
と
は
全
く
違

う
書
道
の
面
白
さ
に
気
付
き
、
会
に

通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
書
道
の

字
は
情
報
を
伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
、

書
き
手
の
感
情
ま
で
を
も
表
現
で
き

ま
す
。
筆
と
墨
で
と
て
も
広
い
表
現

が
で
き
る
の
が
魅
力
で
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
年
に
2
回
の
展
覧
会
を
開

催
し
て
お
り
、
メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
を

目
標
に
し
て
日
々
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
発
表
に
向
け
て
の
練
習
の
中
で
、

み
ん
な
が
他
の
人
の
字
に
も
触
れ
て

互
い
に
刺
激
し
合
い
、
楽
し
く
腕
を

磨
い
て
い
ま
す
。

　

見
学
を
希
望
す
る
方
は
、
中
里
さ

ん
（
☎
85
5
1
7
6
）
ま
で
。

▲手本を見ながらの練習の様子

筆と墨で書き手の感情ま
でをも表現

　

雪
を
伴
う
暴
風
に
よ
っ
て
、
重
大
な
災

害
の
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
に
発
表

さ
れ
る
の
が
『
暴
風
雪
警
報
』
で
す
。
気

象
台
で
は
『
暴
風
に
よ
る
重
大
な
災
害
』

に
加
え
て
『
吹
雪
や
吹
き
溜
ま
り
等
に
よ

る
重
大
な
災
害
』
の
恐
れ
に
つ
い
て
も
警

戒
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

●
暴
風
雪
の
恐
れ
が
あ
る
と
き
は

　

発
達
し
た
低
気
圧
の
通
過
な
ど
に
よ
り

天
気
が
急
変
し
、
風
雪
の
強
ま
る
恐
れ
が

あ
る
場
合
は
、
最
新
の
気
象
情
報
を
チ
ェ

ッ
ク
し
、
で
き
る
限
り
外
出
を
控
え
ま
し

ょ
う
。
し
ば
ら
く
外
出
で
き
な
い
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
た
め
、
食
料
や
飲
料
水
な
ど

を
確
保
し
て
お
く
ほ
か
、
停
電
に
対
す
る

準
備
も
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

暴
風
雪

　

や
む
を
得
ず
車
で
外
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
き
は
、
吹
雪
や
吹
き
溜
ま
り
に

よ
っ
て
車
が
動
け
な
く
な
る
こ
と
も
想
定

し
、
防
寒
着
や
非
常
食
、
ス
コ
ッ
プ
、
け

ん
引
ロ
ー
プ
な
ど
を
用
意
す
る
と
と
も
に
、

十
分
に
燃
料
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
運
転
を
し
て
い
て
、
吹
雪

に
よ
り
視
界
が
急
に
悪

化
す
る
な
ど
危
険
を
感

じ
た
と
き
は
、
無
理
を

せ
ず
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
や
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
、
道
の
駅
な
ど

で
天
気
の
回
復
を
待
ち

ま
し
ょ
う
。

問い合わせ
室蘭地方気象台
（☎㉒４２４９）
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▲ 消防車両（はしご車）に体験乗車する参加
者（左 3人）

　

「
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
を
始
め
る
前

は
、
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
来
て
く
れ
る

か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に

た
く
さ
ん
の
親
子
や
市
民
が
参
加
し
て

く
れ
た
の
を
見
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で

す
ね
」
と
笑
顔
で
話
す
藤
井
彰
さ
ん
。

　

藤
井
さ
ん
が
登
別
市
で
カ
ル
チ
ャ
ー

ナ
イ
ト
を
開
催
す
る
き
っ
か
け
は
、
札

幌
市
で
10
年
前
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る

カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
の
実
行
委
員
を
務

め
る
知
人
の
勧
め
で
し
た
。

　

「
夜
間
に
開
放
さ
れ
た
公
共
施
設
や

民
間
施
設
で
、
市
民
が
地
域
の
文
化
に

触
れ
楽
し
む
催
し
で
あ
る
こ
と
に
魅
力

を
感
じ
、
仲
間
に
声
を
掛
け
て
、
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
地

域
で
は
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
り
、

ま
ず
は
市
民
に
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
気
持
ち
で
、

施
設
へ
の
参
加
の
お
願
い
や
チ
ラ
シ
作

り
な
ど
手
弁
当
で
活
動
を
始
め
ま
し
た
」

と
、
藤
井
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

　

「
消
防
車
両
の
体
験
乗
車
や
ジ
ェ
ル

キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
、
夜
の
森
ム
ー
ン

ラ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク
な
ど
、
体
験
型
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に
、
普
段
と
は
違
う

夜
の
イ
ベ
ン
ト
に
わ
く
わ
く
し
た
表
情

で
参
加
し
て
い
る
親
子
連
れ
が
多
く
、

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
参
加
施
設
も
、

　

市
民
に
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
を
通
し

て
、
地
元
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ

し
い
と
話
す
藤
井
さ
ん
。

　

「
よ
り
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
こ
れ
ま
で
参
加
施
設
に
含

ま
れ
て
い
な
い
、
市
議
会
や
銀
行
な
ど

に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
た
り
、
観
光
客

に
も
登
別
市
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
登
別
温
泉
街
に
も
参
加
施
設

が
あ
っ
た
り
す
る
と
い
い
で
す
ね
。
他

の
地
域
の
文
化
を
紹
介
し
た
り
、
観
光

客
と
交
流
し
た
り
す
る
の
も
楽
し
い
で

す
ね
」
と
藤
井
さ
ん
は
、
3
回
目
と
な

る
来
年
の
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
開
催
に

早
く
も
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
ま
す
。

市
民
に
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機

会
に
な
っ
た
よ
う
で
す
」
と
、
藤
井
さ

ん
は
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

わ
く
わ
く
し
た
表
情
で
参
加

し
て
い
る
親
子
連
れ
が
印
象
的

こ
れ
ま
で
含
ま
れ
て
い
な
い

施
設
に
も
参
加
し
て
ほ
し
い

藤
ふじ

井
い

　彰
あきら

さん（柏木町）

　夜間に開放された公共施設や民間施設で、
市民が地域の文化に触れ楽しむ催しとして、
昨年から始まった『のぼりべつカルチャーナ
イト』。今年も 9月20日㈮に開催され、昨年
を上回る約300人が参加しました。
　カルチャーナイトは、日ごろ経験できない
ことを体験したり、文化に触れたりする地域
の文化行事のため、年に一度、子どもたちに
も特別の夜ふかしが許されるという、北欧が
発祥の催しです。
　札幌市や函館市、夕張市などでも開催され
ているカルチャーナイトを登別市で始めた藤
井さんに、きっかけや思いを聞きました。

カルチャーナイトを
通して地元のことを
もっと知ってほしい

昭和29年、東京都生まれ。59歳。
昭和38年、東京都から登別市に転居。道内の大学を卒業後、
札幌市の呉服店に勤務し、昭和59年に登別市に戻る。富士町
で両親が経営する呉服店を継ぎ、現在は同所で婦人服販売の
『ブティック花』を経営する。
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
　

月の粗大ごみ収集１２
申し込み　㈲登和清掃（☎88 0 2 0 0 ）
※土・日曜日、祝日を除く 9時～17時。
※ 電話番号のかけ間違えに十分注意して
ください。

問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内）

☎85 2 9 5 8

地　区 収集期間 申込期間

新生町 3・ 4丁目 12月 2 日㈪～
12月 7 日㈯

11月18日㈪～
11月29日㈮

鷲別町１～ 3丁目 12月 9 日㈪～
12月14日㈯

11月25日㈪～
12月 6 日㈮

新生町１・ 2丁目 12月16日㈪～
12月21日㈯

12月 2 日㈪～
12月13日㈮

く
ら
し
と

住
ま
い

※ 粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚
160円）』を張って出してください。

　（１回につき 5品まで）

自
転
車
な
ど

費
500
円
〜
（
自
転
車
は
無
料
）

申
11
月
5
日
㈫
〜
15
日
㈮
に
、
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
（
１
人
１
点
）

※
転
売
目
的
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

問
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン

タ
ー
内
・
☎
85
2
9
5
8
）

タ
ー
内
・
☎
85
2
9
5
8
）

ま
す
。

　

浄
化
槽
の
正
常
な
機
能
維
持
と
、

異
常
や
故
障
な
ど
の
早
期
発
見
の
た

め
、
定
期
的
に
保
守
点
検
と
清
掃
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン

タ
ー
内
・
☎
85
2
9
5
8
）

12
月
末
ま
で
単
身
高
齢
者
世
帯

の
防
火
訪
問
を
行
い
ま
す

野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え
な
い
で

く
だ
さ
い

ペ
ッ
ト
は
最
後
ま
で
責
任
を

持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

電
気
計
器
の
有
効
期
限
は

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か

浄
化
槽
の
保
守
点
検
・
清
掃
を

行
い
ま
し
ょ
う

再
生
展
示
品
を
販
売
し
ま
す

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況

や
ス
ト
ー
ブ
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
電
気
、

タ
バ
コ
な
ど
の
火
気
の
取
り
扱
い
や

使
用
状
況
を
点
検
し
、
火
災
予
防
を

呼
び
掛
け
ま
す
。

　

職
員
が
訪
問
し
た
と
き
は
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

問
消
防
署
警
備
Ｇ
（
☎
85
2
5
5
1
）
　

一
時
的
な
感
情
で
エ
サ
を
与
え
る

こ
と
は
動
物
愛
護
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え
る
こ
と
で
、

排
せ
つ
物
の
臭
い
や
庭
荒
ら
し
な
ど
、

近
所
へ
の
迷
惑
や
、
ノ
ミ
・
ダ
ニ
の

繁
殖
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
と
き
、
エ

サ
を
与
え
て
い
た
人
が
飼
い
主
と
見

な
さ
れ
、
損
害
賠
償
の
請
求
が
認
め

ら
れ
た
判
例
も
あ
り
ま
す
。

問
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン

　

動
物
愛
護
法
が
改
定
さ
れ
、
ペ
ッ

ト
を
最
後
ま
で
適
切
に
飼
育
す
る
こ

と
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
保
健
所
は
、
老
齢
や

病
気
な
ど
を
理
由
と
し
た
引
き
取
り

を
拒
否
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
胆
振
総
合
振
興
局
環
境
生
活
課

 

（
☎
㉔
9
5
7
8
）

　

貸
し
ビ
ル
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
電

気
計
器
（
子
メ
ー
タ
ー
）
に
は
法
律

で
定
め
る
有
効
期
限
が
あ
り
ま
す
。

　

『
検
定
ラ
ベ
ル
』
（
計
器
類
に
添

付
）
や
『
検
定
票
』
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

問
北
海
道
経
済
産
業
局
電
気
・
ガ
ス

事
業
室
（
☎
011

－

709

－

8
3
5
3
）

　

浄
化
槽
の
保
守
点
検
と
清
掃
の
実

施
は
、
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

時
11
月
17
日
㈰
10
時

所
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

対
市
内
居
住
の
20
歳
以
上
の
方

※
当
日
会
場
に
来
る
こ
と
が
で
き
、

１
週
間
以
内
に
搬
出
で
き
る
方
。

内
タ
ン
ス
、
食
器
棚
、
テ
ー
ブ
ル
、

指定ごみ袋等取扱店と
クリーンチケット取扱所の解除

大野薬店（片倉町）
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福　

祉

計
画
・
税

財
政

を
考
え
る
週
間
で
す
。

時
11
月
11
日
㈪
〜
15
日
㈮
9
時
〜
17

時
30
分

所
市
役
所

内
小
学
6
年
生
の
『
税
に
関
す
る
標

語
』
な
ど
の
展
示

問
室
蘭
税
務
署
（
☎
㉒
4
1
5
1
）

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

※
事
務
事
業
評
価
は
、
市
が
行
っ
た

事
務
事
業
の
有
効
性
や
必
要
性
を

客
観
的
に
評
価
・
点
検
し
、
事
業

の
適
正
化
・
効
率
化
を
図
る
と
と

も
に
、
行
政
運
営
の
透
明
性
を
確

保
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明

責
任
を
果
た
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

問
企
画
調
整
Ｇ
（
☎
85
1
1
2
2
）

問
企
画
調
整
Ｇ
（
☎
85
1
1
2
2
）

意
見
公
募
の
結
果
を

公
表
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
意
識
調
査
の

結
果
を
公
表
し
ま
す

税
に
関
す
る
作
品
展
を

開
催
し
ま
す

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

平
成
24
年
度
実
施
事
業
を
対
象
と

し
た
事
務
事
業
評
価
に
つ
い
て
、
8

月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
、
意
見
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
24
件
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
今
後
の
事

務
事
業
改
善
な
ど
の
参
考
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
意
見
の
要
旨
と
市
の
考
え

方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
ほ
か
、
市
役
所
市
民
コ
ー
ナ
ー
や

各
支
所
、
市
民
会
館
、
市
立
図
書
館
、

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
企
画
調
整
Ｇ

　

20
歳
以
上
の
市
民
、
3
千
500
人
を

対
象
と
し
た
『
平
成
25
年
度
登
別
市

ま
ち
づ
く
り
意
識
調
査
』
の
結
果
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま

す
。

　

調
査
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は
、
税

）、）、

　

市
民
税
・
道
民
税
（
第
3
期
）
、

国
民
健
康
保
険
税
（
第
6
期
）
、
介

護
保
険
料
（
第
5
期
）
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
（
第
5
期
）
の
納
期

限
は
12
月
2
日
㈪
で
す
。

　

納
付
に
は
、
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問
税
務
Ｇ
（
☎
85
1
1
5
5
）
、
国

民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎
85
1
7
7
1

　

高
齢
・
介
護
Ｇ
（
☎
85
5
7
2
0

　

年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ
（
☎
85
2
1

3
7
）

時
所
11
月
21
日
㈭
①
10

時
〜
11
時
30
分
・
登

別
温
泉
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
、
②
15
時
30

分
〜
16
時
30
分
・
市
民
会
館

問
健
康
推
進
Ｇ
（
☎
85
0
1
0
0
）

税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ
年末調整説明会を開催します
時11月25日㈪13時30分
所市民会館
対給与を支給している事業所
内  年末調整の仕方、留意事項、
今年度の改正点、法定調書の
記載方法、ｅ

イ ー タ ッ ク ス

－Ｔａｘ（国税
電子申告・納税システム）に
ついて

問室蘭税務署（☎㉒４１５１）

便利なダイレクト納付を
ご利用ください
　ダイレクト納付は、ｅ－Ｔａ
ｘで電子申告などをした後に、
届け出をした預貯金口座から電
子納付できるシステムで、税務
署や金融機関の窓口に出向くこ
となく、自宅やオフィスなどか
ら納付が可能となります。
◎ダイレクト納付のメリット
• インターネットバンキングの
契約が不要
• 即時または納付日を指定して
納付することが可能
• 税理士が納税者に代わって納
付手続を行うことが可能
◎対象となる税目　全税目
※ ｅ－Ｔａｘに納付情報データ
の登録が必要です。登録方法
はｅ－Ｔａｘホームページで
ご確認ください。
◎利用手続き
　ｅ－Ｔａｘの利用手続きをし、
ダイレクト納付利用届出書を税
務署に書面で提出する必要があ
ります。
※ 利用届出書を提出してから利
用可能となるまで、１カ月程
度掛かります。
※ 利用可能な金融機関は、ｅ－
Ｔａｘホームページの『利用
可能金融機関一覧』でご確認
ください。
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

年
金
・
医
療

雇
用
・
労
働

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に

な
り
ま
せ
ん
か

ご
存
じ
で
す
か

　
　

付
加
年
金
制
度

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
月
間
で
す

無
料
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
習
を

開
催
し
ま
す

北
海
道
の
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

11
月
10
日
は
『
技
能
の
日
』

技
能
士
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

三
愛
病
院
院
長
・
千ち

葉ば

泰や
す

二じ

さ
ん

に
よ
る
自
殺
予
防
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

研
修
を
行
い
ま
す
。

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
身
近
な

人
の
悩
み
に
気
付
き
、
声
を
掛
け
、

話
を
聞
い
て
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ

る
人
の
こ
と
で
す
。

時
11
月
19
日
㈫
14
時
〜
16
時
30
分

所
し
ん
た
21

定
100
人
（
申
込
順
）

申
11
月
12
日
㈫
ま
で
に
健
康
推
進
Ｇ

 

（
☎
85
0
1
0
0
）

　

付
加
年
金
は
、
毎
月
の
定
額
保
険

料
（
平
成
25
年
度
は
、
１
万
5
千
40

円
）
に
月
額
400
円
の
付
加
保
険
料
を

加
え
て
納
め
る
こ
と
で
、
付
加
保
険

料
を
納
め
た
月
数
に
200
円
を
乗
じ
た

額
が
、
老
齢
基
礎
年
金
に
毎
年
上
乗

せ
さ
れ
て
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

労
働
保
険
は
、
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
の
総
称
で
、
国
が
直
接
管
理
運

営
し
て
い
る
保
険
で
す
。

　

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事

業
（
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
く
）

は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
加
入
が

時
12
月
2
日
㈪
〜
13
日
㈮
9
時
〜
15

時
所
登
別
地
方
高
等
職
業
訓
練
校

対
55
歳
以
上
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

職
者
登
録
を
し
て
い
る
方

内
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
基
本
操
作
な
ど

定
15
人
（
書
類
選
考
）

※
応
募
が
半
数
に
満
た
な
い
場
合
は

　

最
低
賃
金
制
度
は
、
事
業
を
営
む

使
用
者
と
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労

働
者
（
臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
）
に
適
用

　

『
技
能
士
』
は
、
国
が
行
う
技
能

検
定
の
合
格
者
に
与
え
ら
れ
る
称
号

で
す
。

　

事
業
所
や
自
宅
に
、
技
能
士
の
標

示
板
を
掲
げ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
工
事
な
ど
に
つ
い
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
北
海
道
技
能
士
会

 

（
☎
011

－

815

－

4
8
4
5
）

対
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
自

営
業
者
、
学
生
な
ど
）

※
国
民
年
金
基
金
加
入
者
は
除
き
ま

す
。

◎
付
加
年
金
額
の
例

　

付
加
保
険
料
を
40
年
間
（
480
月
）

納
め
た
場
合

•
納
め
た
付
加
保
険
料

　

400
円
×
480
月
＝
19
万
2
千
円

•
受
け
取
る
付
加
年
金
（
年
額
）

　

200
円
×
480
月
＝
9
万
6
千
円

※
2
年
間
年
金
を
受
給
す
る
と
納
め

た
付
加
保
険
料
の
元
が
取
れ
、
よ

り
長
く
年
金
を
受
給
す
る
ほ
ど
お

得
で
す
。

問
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

 

（
☎
85
2
1
3
7
）

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場

に
な
る
よ
う
、
未
加
入
の
事
業
主
の

方
は
、
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
室
蘭
労
働
基
準
監
督
署

 

（
☎
㉓
6
1
3
1
）

中
止
し
ま
す
。

申
登
別
地
方
高
等
職
業
訓
練
校
や
ジ

ョ
ブ
ガ
イ
ド
の
ぼ
り
べ
つ
に
備
え

付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
11
月
18
日
㈪
17
時
ま
で
に

持
参
ま
た
は
郵
送
（
当
日
消
印
有

効
）
、
フ
ァ
ク
ス
で
登
別
職
業
訓

練
協
会
（
〒
059

－

0
0
2
7
青
葉

町
42

－

13
、
思
81
2
2
6
1
）

問
登
別
職
業
訓
練
協
会

 

（
☎
85
1
4
5
0
）

さ
れ
ま
す
。

時
間
額　

734
円

効
力
発
生
年
月
日　

10
月
18
日
㈮

※
最
低
賃
金
に
は
、
精
皆
勤
手
当
や

通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、
臨
時
に

支
払
わ
れ
る
賃
金
、
時
間
外
等
割

増
賃
金
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

次
の
産
業
で
働
く
方
に
は
、
産
業

別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

•
処
理
牛
乳
・
乳
飲
料
、
乳
製
品
、

糖
類
製
造
業

•
鉄
鋼
業

•
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回

路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信

機
械
器
具
製
造
業

•
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
船
体
ブ
ロ

ッ
ク
製
造
業

問
室
蘭
労
働
基
準
監
督
署

 

（
☎
㉓
6
1
3
1
）

問中小企業基盤整備機構共済相談室
 （☎050－5541－7171）

経営者のための共済制度
◎小規模企業共済制度
　個人事業主や小規模企業の共同経営者、
会社などの役員が事業をやめたり、退職
したときのための共済制度です。
　掛け金は全額所得控除で、掛け金月額
は1,000円から70,000円です。
　税法上、一括受け取りによる共済金は
『退職所得扱い』、分割受け取りによる
共済金は『公的年金等の雑所得扱い』と
なります。
◎経営セーフティ共済
　取引先の倒産により、売掛金債権など
の回収が困難になったときに、貸し付け
が受けられる共済制度です。
　『無担保、無保証人、無利子』で貸し
付けが受けられ、積み立て掛け金の10倍
の範囲内（最高8,000万円）で、被害額
相当の共済金の借り入れが可能です。
　掛け金は税法上、損金または必要経費
に算入でき、掛け金月額は、5,000円か
ら20万円です。
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募　

集

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
に

加
入
し
て
い
る
事
業
主
の
方
へ

の
お
願
い

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
・

雪
上
安
全
法
養
成
講
習
Ⅰ

里
親
を
募
集
し
ま
す

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
生
徒
採
用
試
験

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

メ
キ
シ
コ
の
話
を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か

〜
国
際
理
解
講
座
〜

作
文
を
募
集
し
ま
す

〜
2
0
1
4
年
の
私
へ
〜

市
長
室
フ
リ
ー
タ
イ
ム

放
送
大
学
4
月
入
学
生
募
集

文
化
振
興
基
本
計
画
検
討
会
議

と
ス
ポ
ー
ツ
推
進
基
本
計
画
検

討
会
議
の
委
員
募
集

•
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労
日

数
に
応
じ
て
適
正
に
貼
付
し
て
く

だ
さ
い

•
『
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
』
を

所
持
し
て
い
る
方
が
、
建
設
業
界

を
引
退
す
る
と
き
は
、
退
職
金
を

請
求
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
く
だ

さ
い

問
建
退
共
北
海
道
支
部

 

（
☎
011

－

261

－

6
1
8
6
）

時①
基
礎
講
習
11
月
16
日
㈯
9
時
〜
14

時
②
養
成
講
習
11
月
16
日
㈯
14
時
〜
17

時
、
11
月
17
日
㈰
9
時
〜
17
時

所
若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

対
①
は
15
歳
以
上
の
方
、
②
は
18
歳

以
上
の
救
急
法
基
礎
講
習
修
了
者

で
、
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
の
技
能

　

里
親
制
度
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
り
家
庭
で
生
活
で
き
な
い
子
ど

も
た
ち
を
、
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入

時
平
成
26
年
１
月
18
日
㈯

対
15
歳
以
上
17
歳
未
満
（
中
学
校
卒

業
見
込
み
を
含
む
）
の
男
性

※
年
齢
は
平
成
26
年
4
月
１
日
現
在
。

受
付
期
限　

平
成
26
年
１
月
10
日
㈮

問
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
室
蘭

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

市
民
と
行
政
が
共
通
の
理
解
を
深
め

る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

時
12
月
１
日
㈰
14
時
30
分
〜
17
時
30

分
所
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

定
30
人
（
申
込
順
）

申
11
月
15
日
㈮
ま
で
に
企
画
調
整
Ｇ

 

（
☎
85
1
1
2
2
）

時
11
月
28
日
㈭
18
時

所
市
民
会
館

内
西
陵
中
学
校
教
諭
・
吉よ

し

井い

真ま
さ

裕ひ
ろ

さ

ん
に
よ
る
、
メ
キ
シ
コ
日
本
人
学

校
で
の
経
験
や
文
化
な
ど
の
話

定
20
人
（
申
込
順
）

申
11
月
15
日
㈮
ま
で
に
企
画
調
整
Ｇ

 

（
☎
85
1
1
2
2
）

　

『
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
平
成
26
年
１

月
号
』
の
特
集
に
掲
載
す
る
作
文
を

募
集
し
ま
す
。

対
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学

す
る
小
学
生
以
上
の
方

内
2
0
1
3
年
を
振
り
返
っ
て
楽
し

か
っ
た
こ
と
や
う
れ
し
か
っ
た
こ

と
、
2
0
1
4
年
の
夢
や
抱
負
、

挑
戦
し
て
み
た
い
こ
と
な
ど
を
400

字
程
度
で
書
い
て
く
だ
さ
い

申
任
意
の
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
作
文
の
タ
イ
ト

　

『
ま
ち
づ
く
り
』
に
つ
い
て
、
市

長
と
会
っ
て
、
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
11
月
29
日
㈮
11
時
〜
17
時

※
１
人
（
組
）
30
分
程
度
。

所
市
長
応
接
室
、
鷲
別
公
民
館
、
婦

人
セ
ン
タ
ー
、
登
別
温
泉
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー

対
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
方

※
苦
情
や
要
望
、
提
案
、
個
人
的
な

問
題
な
ど
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
の
時
に
内
容
（
概
要
）

を
伺
い
ま
す
。

申
11
月
11
日
㈪
ま
で
に
企
画
調
整
Ｇ

 

（
☎
85
6
5
8
6
）

　

放
送
大
学
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
テ
レ
ビ
な
ど
で
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
、
心
理
学
や
歴
史
、
自

然
科
学
な
ど
が
学
べ
ま
す
。

時
12
月
１
日
㈰
〜
平
成
26
年
2
月
28

日
㈮
（
出
願
期
間
）

費
１
教
科
１
万
１
千
円
（
半
年
分
・

教
材
費
を
含
む
）

問
放
送
大
学
北
海
道
学
習
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
011

－

736

－

6
3
1
8
）

対
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す
る
20

歳
以
上
で
、
文
化
ま
た
は
ス
ポ
ー

ツ
に
関
心
が
あ
り
、
平
成
27
年
3

月
ま
で
継
続
し
て
会
議
に
出
席
で

き
る
方

定
各
2
人
（
書
類
選
考
）

申
11
月
20
日
㈬
ま
で
に
社
会
教
育
Ｇ

 

（
☎
88
1
1
2
9
）

判
定
テ
ス
ト
2
級
相
当
の
技
術
を

有
す
る
方

内
①
は
、
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

用
い
た
除
細
動
、
止
血
方
法
な
ど
、

②
は
、
雪
上
で
の
事
故
防
止
、
応

急
手
当
、
冬
山
の
気
象
な
ど

※
全
日
程
を
終
了
し
た
方
に
は
『
受

講
証
』
ま
た
は
『
認
定
証
』
を
交

付
し
ま
す
。

定
10
人
（
申
込
順
）

費
各
１
千
500
円
（
教
材
費
）

申
11
月
13
日
㈬
ま
で
に
日
本
赤
十
字

社
登
別
市
地
区
事
務
局
（
社
会
福

祉
Ｇ
内
・
☎
85
1
9
1
1
）

れ
養
育
し
て
い
く
制
度
で
す
。

　

子
ど
も
へ
の
理
解
と
愛
情
、
養
育

に
対
す
る
熱
意
の
あ
る
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
Ｇ
（
☎
85
5
6
3
4
）

ル
を
記
入
し
、
11
月
29
日
㈮
ま
で

に
郵
送
（
当
日
必
着
）
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
で
企
画
調
整

Ｇ
（
〒
059

－

8
7
0
1
中
央
町
6

丁
目
11
、
Ｅ
メ
ー
ルpr@

city.no
boribetsu.lg.jp

、
思
85
1
1
0
8
）

※
紙
面
に
は
氏
名
を
掲
載
し
ま
す
が
、

匿
名
を
希
望
す
る
方
は
『
匿
名
希

望
』
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

問
企
画
調
整
Ｇ
（
☎
85
6
5
8
6
）

地
域
事
務
所
（
☎
44
9
5
3
3
）
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

•
受
付
期
限
11
月
27
日
㈬

◎
情
報
シ
ス
テ
ム
科

•
試
験
日
12
月
11
日
㈬

•
受
付
期
間
11
月
7
日
㈭
〜
12
月
6

日
㈮

対
求
職
中
の
64
歳
以
下
の
方

定
各
20
人

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭

 

（
☎
㉒
8
6
8
9
）

登
別
地
方
高
等
職
業
訓
練
校

生
徒
募
集

機
動
職
業
訓
練
生
募
集

介
護
の
日
の
イ
ベ
ン
ト

も
し
も
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら

費
１
万
円
〜
6
万
円
（
年
額
）

申
平
成
26
年
１
月
31
日
㈮
ま
で
に
登

別
職
業
訓
練
協
会
（
☎
85
1
4
5

0
）

◎
介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
科

•
試
験
日
11
月
29
日
㈮

•
受
付
期
限
11
月
25
日
㈪

◎
簿
記
会
計
事
務
科

•
試
験
日
12
月
3
日
㈫

所
時
内

•
鷲
別
公
民
館
・
11
月
11
日
㈪
10
時

〜
12
時
・
成
年
後
見
制
度
と
日
常

生
活
自
立
支
援
事
業
に
つ
い
て

•
婦
人
セ
ン
タ
ー
・
11
月
11
日
㈪
13

時
30
分
〜
15
時
30
分
・
『
知
っ
て

得
す
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
』
、
介
護

相
談
な
ど

•
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
11
月

12
日
㈫
13
時
30
分
〜
15
時
35
分
・

『
元
気
で
安
心
し
て
過
ご
す
た
め

に
』
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
・
介
護
Ｇ
（
☎
85
5
7
2
0
）

訓練科目 入校資格 訓練期間 定員
木造建築科 中学校卒業以上の学

力のある方で、雇用
保険に加入している、
またはしたことがあ
る方

2年間
（昼間）

各10人

建築板金科

建築塗装科

建築設計科 高校卒業以上の学力
のある方で、雇用保
険に加入している、
またはしたことがあ
る方

2年間
（夜間）

経理事務科 １年間
（夜間）ＯＡシステム科 　20人

墓地 造成年度 区画 面積 使用料
（うち管理手数料）

亀田霊園

昭和60年 １区画  5.0㎡ 225,000円
(25,000円)

昭和61年 １区画  5.0㎡ 225,000円
（25,000円）

昭和62年 １区画  5.0㎡ 225,000円
（25,000円）

富浦墓地

昭和44年 １区画  4.0㎡ 124,000円
（20,000円）

昭和48年 2 区画  6.0㎡ 186,000円
（30,000円）

昭和50年 2 区画  4.0㎡ 124,000円
（20,000円）

昭和50年 2 区画  6.0㎡ 186,000円
(30,000円)

昭和54年 4 区画  6.0㎡ 198,000円
(30,000円)

平成 6年 3区画  5.0㎡ 260,000円
(25,000円)

第二富浦
墓　　地 平成15年 １区画 10.5㎡ 630,000円

(52,500円)
中 登 別
墓　　地 昭和45年 2 区画 12.0㎡ 360,000円

(60,000円)
対市内に居住し、 3年以内に墓碑を建立する方
※すでに墓地使用権をお持ちの方は除きます。
※ 3 年を経過しても墓碑を建立しなかったときは、墓
地使用許可が取り消しになります。この場合、納入
された使用料と手数料は返還しません。

申  市民サービスグループ備え付けの申込書に必要事項
を記入し、印鑑と住民票を持参の上、11月 5 日㈫～
19日㈫に提出してください
※ 申し込みは１世帯１区画です。申し込み者が複数と
なった場合は、後日抽選を行います。
※第二富浦墓地は、随時、貸し付けを行っています。
問市民サービスＧ（☎85２１３９）

▼バスの利用区間
◎ 千代の台線　鷲別・上鷲別入口～市民プール
前

◎ 登別室蘭線
•鷲別・上鷲別入口～クリンクルセンター前
•汐見坂～クリンクルセンター前
•登別温泉ターミナル～クリンクルセンター前

▼  パック券販売所　市民プール、鷲別公民館、
市役所内母子会売店、市民会館、道南バス若
山営業所、道南バス登別温泉ターミナル、川
西燃料店

▼パック料金 （単位：円）

区　分 乗車区間 運賃＋入館料
通常料金 パック料金

一　般
鷲別方面、
登別方面～
市民プール

1,120 900
65歳以上 920 700
高校生 820 600
中学生 720 500
小学生 420 300
一　般

登別温泉
方面～　
市民プール

1,420 1,000
65歳以上 1,220 800
高校生 1,120 700
中学生 1,020 600
小学生 560 350

※ 鷲別方面は鷲別・上鷲別入口、登別方面は汐
見坂、登別温泉方面は登別温泉ターミナルを
起点とします。

※ パック券の利用は、市内からの乗車に限りま
す。バスを乗り継ぐ場合は、利用できません。

問社会教育Ｇ（☎88１１２９）

『市民プールバスパック』を
ご利用ください

返還墓地の貸し付けを行います返還墓地の貸し付けを行います

　保管場所に
鍵を掛けまし
ょう。
問室蘭警察署
（☎460110）

タイヤの
盗難に
 注意注意
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困った！
ときにはまず相談
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談

12月21日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター 交通事故や金銭貸借、損害賠

償、離婚など
担当弁護士：芝

しば

垣
がき

美
よし

男
お

さん
定員：各 6人

12月13日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

※ 相談日は、通知が届き
次第、本人から弁護士
に電話予約。

担当弁護士事
務所

11月28日㈭までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

11月23日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

相続や遺言、各種契約など、
官公署に提出する書類など
定員：10人

11月22日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎86 3 3 6 0 ）

市民相談 随時 市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

消費生活相談
随時
※ 登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センタ
ーまたは登別消
費者協会（労働
福祉センター内）

消費生活
消費生活センター
（☎85 3 4 9 1 ）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7 ）

人権相談所 月～金曜日
8時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1 ）

障がいのある方の
就労相談窓口

11月21日㈭
14時～17時30分

障害福祉グル
ープ 障がいのある方の就労や雇用

11月14日㈭までに
障害福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2 ）

夜間・土曜納税相
談窓口

11月28日㈭・29日㈮
…20時まで
11月30日㈯… 9時～
17時

税務グループ 市税や給食費、公営住宅料、
保育料などの納付（入）

税務Ｇ
（☎85 1 1 5 5 ）

キャリアサポート
のぼりべつ

水・金曜日
8時30分～17時 職業訓練セン

ター
（青葉町） 就職活動などで抱える不安や

悩みなど
登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0 ）

月～金曜日
17時以降（予約制）
土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談

月～金曜日（祝日を
除く）10時～16時

登別労働会館
（千歳町 3丁目） 解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

11月15日㈮・29日㈮
10時～16時

鉄南ふれあい
センター

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

譲渡・相続・贈与
の相談予約 随時 室蘭税務署 譲渡所得、相続税、贈与税 室蘭税務署

（☎㉒ 4 1 5 1 ）

無料調停相談会
室蘭調停協会

11月14日㈭
10時～15時

室蘭市市民会
館

交通事故・金銭・土地建物・
家庭・遺産相続などの問題に
ついての調停

芝垣さん
（☎45 2 7 8 1 ）

アイヌの方からの
相談受け付け

1 月19日㈰までの10時
～20時（12月28日㈯～
１月 5日㈰を除く。土
・日・祝日は18時まで）

電話相談のみ 日常生活での困りごと、嫌が
らせ、差別など

相談専用電話
（☎0120‒771‒208）

11月は児童虐待防止推進月間です 『女性の人権ホットライン』強化週間
 （11月18日月～24日日）　子どもを虐待から守るためには、地域の方の気

付きが大切です。『もしかしたら』と感じたら、
すぐに連絡してください。連絡した方の情報が他
に漏れることはありません。連絡した内容が間違
っていても責任は問われません。
連絡先　子ども虐待相談室（☎85 6 6 7 7 ）
　　　　室蘭児童相談所（☎44 4 1 5 2 ）

　職場におけるセクシュアル・ハラスメント、夫
やパートナーからの暴力など、女性の人権に関す
る相談を受け付けます。
◎11月18日㈪～22日㈮　 8時30分～19時
　　　23日㈯・24日㈰　10時～17時
　専用相談電話　☎0570－070－810
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

き
い
き

す
く
す
く
すすすす

子
育
て

いい健 

康

乳幼児健康相談 診査
問い合わせ　健康推進グループ（☎85０１００）

子
育
て

す
く
す
く

診　査・対　象 日　時 内　　容 持ち物 場所
4カ月児健康診査

（平成25年 7 月16日～
 平成25年 8 月15日生まれ）

12月19日㈭
時間は
個別通知

診察、身体計測、栄養
相談、育児相談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成25年 2 月生まれ）

12月18日㈬
時間は
個別通知

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹介

1 歳 6 カ月児健康診査
（平成24年 5 月生まれ）

12月11日㈬
時間は
個別通知

診察、歯科検診、身体
計測、栄養相談、歯科
相談、育児相談、フッ
素塗布（希望者800円） 母子健康手帳、

お子さんの歯
ブラシ

3 歳児健康診査
（平成22年11月生まれ）

12月 5 日㈭
時間は
個別通知

診察、歯科検診、尿検
査、身体計測、栄養相
談、歯科相談、育児相
談

乳幼児健康相談
（事前申込制）

（育児相談を希望する方）

12月20日㈮
9時30分～
10時30分　

発育・発達・育児・栄
養などの相談 母子健康手帳

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

費
200
円

持
マ
イ
カ
ッ
プ

申 

11
月
15
日
㈮
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－

0
8
6
5
）

所
亀
田
記
念
公
園

対
子
育
て
中
の
方

内 

『
生
き
る
力
を
ア
ッ
プ
』
緊
急
時

に
も
役
立
つ
た
き
火
の
お
こ
し
方

に
挑
戦
し
ま
す

定
15
人
（
申
込
順
）

時
11
月
25
日
㈪
10
時
〜
12
時

所
亀
田
記
念
公
園

対 

子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支
援
の

指
導
を
し
て
い
る
方

内 

家
で
も
で
き
る
簡
単
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
で
、
体
を
動
か
す
こ
と
を
楽
し

み
ま
す

定
15
組
（
申
込
順
）

※
託
児
を
希
望
す
る
方
は
申
込
時
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

持
動
き
や
す
い
服
装 

申 

11
月
24
日
㈰
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－

0
8
6
5
）

　

こ
の
調
査
は
、
平
成
27
年
4
月
に

予
定
し
て
い
る
『
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
』
の
施
行
に
向
け
、

『
登
別
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
』
を
策
定
す
る
た
め
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

調
査
票
が
届
い
た
世
帯
は
、
子
育

て
家
庭
の
代
表
と
し
て
、
調
査
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対 

0
〜
12
歳
の
子
ど
も
を
持
つ
世
帯

（
就
学
前
児
童
１
千
世
帯
、
小
学

校
就
学
児
童
１
千
200
世
帯
）

※
各
地
区
の
子
ど
も
の
数
に
比
例
し

て
、
無
作
為
に
抽
出
し
て
い
ま
す
。

問
子
育
て
Ｇ
（
☎
85
5
6
3
4
）

時
11
月
16
日
㈯
10
時
30
分
〜
12
時

子
育
て
Ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

お
う
ち
で
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
簡
単
編

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る

需
要
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜
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遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

時
11
月
29
日
㈮
10
時
〜
13
時

所
亀
田
記
念
公
園
集
合

対
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

内 

バ
ス
に
乗
っ
て
、
新
日
鉄
住
金
㈱

構
内
の
見
学
に
行
き
ま
す

定
15
組
（
申
込
順
）

持
昼
食
、
飲
み
物

申 

11
月
28
日
㈭
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－

0
8
6
5
）

時
12
月
12
日
㈭
10
時
〜
12
時

所
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対 

１
歳
10
カ
月
〜
未
就
学
児
と
そ
の

時
11
月
28
日
㈭
10
時
〜
12
時

所
婦
人
セ
ン
タ
ー

対 

１
歳
10
カ
月
〜
未
就
学
児
と
そ
の

保
護
者

定
35
組
（
申
込
順
）

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

持 

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
着
替
え

申 

11
月
11
日
㈪
〜
15
日
㈮
に
登
別
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
80
2
7

7
2
）

保
護
者

定
30
組
（
申
込
順
）

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

持
飲
み
物
（
水
か
お
茶
）

申 

11
月
25
日
㈪
〜
29
日
㈮
に
登
別
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
80
2
7

7
2
）

時
所

•
11
月
6
日
㈬
鷲
別
公
民
館

•
11
月
20
日
㈬
若
草
児
童
ク
ラ
ブ

※
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時
。

対
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

持
上
履
き
（
子
ど
も
、
保
護
者
と
も
）

※
両
会
場
と
も
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
81
3
7
1
5
）

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

お
も
ち
つ
き

ミ
ニ
ミ
ニ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

問室蘭歯科医師会
（☎43３５２２）

日時 診療所・住所・電話

11月 3 日㈰
9時～11時

野村歯科医院
（☎86８８４４）
登別市新生町１丁目１－ 6

11月 4 日㈪
9時～11時

Ｊ.FUKUDA DENTAL 
CLINIC（☎41７７５５）
室蘭市中島町 1丁目 8－ 5

11月10日㈰
9時～11時

松田歯科医院
（☎46６４８０）
室蘭市日の出町 1丁目24－25

11月17日㈰
9時～11時

本田歯科
（☎㉒３３２２）
室蘭市港南町 1丁目 9－19

11月23日㈯
9時～11時

前田歯科医院
（☎㉒５３６７）
室蘭市中央町 3丁目 5－ 6

11月24日㈰
9時～11時

みうら歯科
（☎55６３３０）
室蘭市港北町 2丁目 6－ 1

11月の歯科救急医療

対65歳以上で軽い運動が出来る方
所 時会場は１教室をお選びください
◆鷲別公民館
　11月 8 ・22日、12月 6 ・20日㈮
　10時～12時
◆若草つどいセンター
　11月 5 ・19日、12月 3 ・17日㈫
　13時30分～15時30分
◆老人福祉センター
　11月12・26日、12月10・24日㈫
　10時～12時
◆婦人センター
　11月27日、12月18日㈬
　10時～12時
※月１・ 2回、通年で開催しています。１月以
降の日程などはお問い合わせください。

持  タオル、飲み物、上履き（若草つどいセンタ
ーのみ）

問高齢・介護Ｇ（☎85５７２０）

かろやか教室に参加しませんか

出張かろやか教室をご利用ください

かろやか体操の教材をご活用ください

　いきいきサロンや町内会、老人クラブなどの
集まりで、体操やレクリエーションを行いませ
んか。
対10～30人程度のグループ
時最長 2時間（応相談）
内  リズム体操、脳活性化の指体操、筋力向上の
体操、ボールを
使った体操、血
圧測定・健康相
談、健康講話、
レクリエーショ
ンなど

◎ポスター、マニュアル【配布】
　介護予防の知識
や筋力向上の体操、
脳活性化の指体操、
お口の体操、足指
体操、リズム体操
などを写真入りで
紹介しています。
◎ＤＶＤ、ビデオ【貸し出し】
　映像を見ながら一緒に体操を行うことができ
ます。
※貸出期間は１カ月です。
問高齢・介護Ｇ（☎85５７２０）
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

１１
月
号

時
11
月
24
日
㈰
10
時
〜
12
時

定
10
人
（
申
込
順
）

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。

申
11
月
21
日
㈭
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

　

初
め
て
の
方
で
も
楽
し
め
る
よ
う
、

易
し
い
曲
を
練
習
し
ま
す
。

時
11
月
19
日
㈫
10
時
〜
11
時
30
分

定
5
人
（
申
込
順
）

持
筆
記
用
具

申
11
月
15
日
㈮
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

　

講
師
の
方
に
よ
る
対
局
指
導
を
行

　

江
差
追
分
の
う
た
い
方
を
学
び
ま

す
。

時
11
月
16
日
㈯
14
時
〜
16
時

　

布
ご
っ
こ
会
員
に
よ
る
展
示
会
で

す
。

時
11
月
6
日
㈬
〜
12
日
㈫

問
菅
井
さ
ん
（
☎
85
6
8
9
5
）

　

陶
芸
教
室
の
受
講
者
に
よ
る
展
示

会
で
す
。

時
11
月
19
日
㈫
〜
24
日
㈰

問
佐
藤
さ
ん

 

（
☎
090

－

8
2
7
8

－

7
5
4
9
）

子
ど
も
将
棋
教
室

大
正
琴
無
料
体
験
教
室

囲
碁
教
室

江
差
追
分
道
場

布
ご
っ
こ
『
作
品
展
示
会
』

の
ぼ
り
ん
文
化
講
座

 

『
陶
芸
教
室
』
展
示
会

登
別
市
緑
町
１
丁
目
１
番
地
4

☎
83
6
8
6
6

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

 

『
の
ぼ
り
ん
』

　

職
員
が
館
内
を
案
内
す
る
ほ
か
、

利
用
者
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
上

手
な
検
索
の
仕
方
な
ど
を
紹
介
し
ま

す
。

時
11
月
30
日
㈯
15
時

問
市
立
図
書
館

　

図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
（
本

の
貸
出
や
返
却
な
ど
）
や
フ
ロ
ア
業

務
（
本
の
配
置
）
な
ど
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

時
11
月
16
日
㈯
10
時
〜
15
時

対
定
小
学
4
〜
6
年
生
・
2
人
（
抽

選
）

持
昼
食

申
11
月
8
日
㈮
ま
で
に
市
立
図
書
館

 
（
☎
85
4
3
2
4
）

　

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
を
楽
し
み
ま

す
。
11
月
20
日
㈬
の
み
、
看
護
師
に

よ
る
『
乳
幼
児
の
風
邪
と
予
防
に
つ

い
て
』
の
お
話
が
あ
り
ま
す
。

時
11
月
20
日
㈬
・
12
月
4
日
㈬
10
時

　

Ｍマ

サ

ミ

Ａ
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｉ
さ
ん
に
よ
る
子
ど

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居
を

楽
し
み
ま
す
。

時
11
月
30
日
㈯
13
時
30
分

対
幼
児
〜
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

問
市
立
図
書
館

一
日
司
書
体
験

お
は
な
し
く
れ
よ
ん

キ
ッ
ズ　

ヨ
ガ

お
は
な
し
ぽ
け
っ
と

図
書
館
ツ
ア
ー
と

 

利
用
者
ガ
イ
ダ
ン
ス

登
別
市
中
央
町
5
丁
目
21
番
地
１

☎
85
4
3
2
4

市
立
図
書
館

も
向
け
の
ヨ
ガ
教
室
で
す
。

時
12
月
7
日
㈯
15
時

対
3
〜
7
歳
の
方
（
保
護
者
同
伴
）

持
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

問
市
立
図
書
館

30
分

対
乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

問
市
立
図
書
館

い
ま
す
。

時
11
月
30
日
㈯
10
時
〜
12
時

対
小
学
生
以
上
の
方

定
20
人
（
申
込
順
）

申
11
月
27
日
㈬
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

定
20
人
（
申
込
順
）

持
筆
記
用
具

申
11
月
13
日
㈬
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

第９回 第９回 図書館まつり図書館まつり
『ワクワクすることさがそうよ！図書館で』

日時　11月10日㈰　10時30分～14時30分
場所　市立図書館

　市内で活動する読み聞かせ団体や図書ボラ
ンティアの方などによるイベントです。

内容
•お話会　　　　•活動展示
•キッズヨガ　　•一箱古本交換市　など
•囲碁将棋

問い合わせ
市立図書館（☎85４３２４）
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市
内
の
幼
稚
園
や
小
学
校
で
活
動

し
て
い
る
家
庭
教
育
学
級
の
作
品
展

で
す
。

時
11
月
11
日
㈪
13
時
〜
14
日
㈭
12
時

問
社
会
教
育
Ｇ
（
☎
88
1
1
2
9
）

　

市
民
の
絵
画
・
写
真
・
工
芸
品
・

手
芸
品
な
ど
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

時
11
月
11
日
㈪
13
時
〜
14
日
㈭
12
時

※ 

出
品
を
希
望
す
る
方
は
11
月
7
日

㈭
ま
で
に
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
（
☎
88
1
1
1
6
）
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
同
財
団
（
☎
88
1
1
1
6
）

時
11
月
30
日
㈯
13
時
30
分
〜
15
時
20

分
内
１
部
：
講
演
『
地
域
に
根
差
し
た

教
育
と
は
〜
32
年
の
歩
み
〜
』
、

2
部
：
三
市
合
同
女
性
国
内
派
遣

参
加
者
報
告
会

費
100
円

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
安
達
さ
ん
（
☎
85
7
8
4
5
）

　

牛
乳
の
リ
ゾ
ッ
ト
風
お
じ
や
、
ホ

タ
テ
缶
と
白
菜
の
ミ
ル
ク
煮
、
牛
乳

仕
立
て
の
石
狩
汁
ほ
か
3
品
を
作
り

ま
す
。

時
11
月
25
日
㈪
10
時
〜
13
時

定
費
40
人
（
申
込
順
）
・
500
円

申
11
月
20
日
㈬
ま
で
に
登
別
消
費
者

協
会
（
☎
85
8
3
0
7
）

牛
乳
・
乳
製
品
消
費
拡
大
事
業

料
理
講
習
会

家
庭
教
育
作
品
展

市
民
作
品
展

プ
ラ
タ
ナ
ス
講
演
会

登
別
市
富
士
町
7
丁
目
33
番
地
１

☎
88
1
1
3
9

市
民
会
館

　

そ
ば
作
り
を
わ
か
り
や
す
く
教
え

ま
す
。

時
11
月
30
日
㈯
・
12
月
１
日
㈰
9
時

30
分
〜
12
時
30
分

対
定
費
18
歳
以
上
の
方
・
各
日
20
人

（
申
込
順
）
・
１
千
円

持
胸
か
ら
か
け
る
エ
プ
ロ
ン
、
髪
を

覆
う
も
の
、
手
拭
き
2
枚
、
上
履

き
、
大
き
め
の
持
ち
帰
り
用
容
器

『
年
越
し
は
手
打
ち
そ
ば
で

 

教
室
』

登
別
市
片
倉
町
6
丁
目
27
番
地
2

☎
88
1
3
3
9

郷
土
資
料
館

登
別
市
幸
町
１
丁
目
5
番
地
2

☎
85
5
5
8
8

市
民
プ
ー
ル『
ら
く
あ
』

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居
を

し
ま
す
。

時
12
月
7
日
㈯
13
時
30
分

対
幼
児
〜
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

問
市
立
図
書
館

　

毎
月
最
終
金
曜
日
は
、
図
書
整
理

の
た
め
休
館
し
ま
す
（
今
月
は
11
月

29
日
㈮
）
。

　

11
月
3
日
㈰
は
祝
日
で
す
が
、

『
文
化
の
日
』
の
た
め
臨
時
開
館
し

ま
す
。
こ
ぐ
ま
号
の
運
行
は
行
い
ま

せ
ん
。

問
市
立
図
書
館

　

正
月
に
向
け
て
、
包
丁
の
切
れ
味

を
良
く
し
ま
せ
ん
か
。

時
11
月
16
日
㈯
10
時
〜
12
時

対
定
費
18
歳
以
上
の
方
・
20
人
（
申

込
順
）
・
100
円

持
包
丁
2
・
3
丁
、
雑
巾

※ 

包
丁
は
ケ
ー
ス
に
入
れ
る
か
、
布

に
包
む
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

申
11
月
10
日
㈰
ま
で
に
郷
土
資
料
館

 

（
☎
88
1
3
3
9
）

　

ス
ゲ
を
使
っ
た
本
格
的
な
し
め
飾

り
を
作
り
ま
す
。
自
分
で
作
っ
た
し

め
飾
り
で
お
正
月
を
迎
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

時
12
月
14
日
㈯
10
時
〜
12
時

対
定
費
小
学
生
以
上
の
方
（
小
学
4

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
・
30

人
（
申
込
順
）
・
一
つ
300
円
（
１

家
族
二
つ
ま
で
）

申
11
月
20
日
㈬
〜
12
月
7
日
㈯
に
郷

土
資
料
館
（
☎
88
1
3
3
9
）

　

11
月
17
日
㈰
は
、
水
泳
大
会
開
催

の
た
め
、
18
時
ま
で
臨
時
休
館
し
ま

す
。

　

プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

と
も
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

お
じ
さ
ん
ズ

休
館
情
報

包
丁
研
ぎ
体
験

2
0
1
4
年
し
め
飾
り
づ
く
り

臨
時
休
館
情
報

問
市
民
プ
ー
ル

申
11
月
9
日
㈯
〜
22
日
㈮
に
郷
土
資

料
館
（
☎
88
1
3
3
9
）
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

込
め
た
ノ
ー
ト
を
作
り
ま
す
。

時
11
月
10
日
㈰
10
時
〜
12
時
30
分

対
定
費
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者
・

10
組
（
申
込
順
）
・
１
組
400
円

（
3
人
目
以
降
200
円
）

持
汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
飲
み
物
、

昼
食
、
タ
オ
ル
、
雨
具

申
11
月
7
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

持
汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
エ
プ
ロ
ン
、

マ
ス
ク
、
昼
食

申
11
月
3
日
㈰
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

時
11
月
9
日
㈯
12
時
30
分
〜
15
時

対
費
5
歳
〜
小
学
2
年
生
ま
で
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
・
200
円

持
帽
子
、
防
寒
着

申
11
月
6
日
㈬
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

北
海
道
龍
馬
会
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。
北
海
道
を
開
拓
す
る
と
い
う

龍
馬
の
強
い
思
い
と
、
坂
本
家
の
系

譜
を
た
ど
り
ま
す
。

時
11
月
6
日
㈬
18
時

内
講
演
『
坂
本
龍
馬
と
北
海
道
開
拓

〜
北
海
道
・
坂
本
家
の
系
譜
〜
』

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
登
別
郷
土
文
化
研
究
会
・
佐
々
木

さ
ん
（
☎
85
5
2
1
3
）

　

考
古
学
者
の
松ま

つ

田だ

宏こ
う

介す
け

さ
ん
に
よ

る
、
縄
文
文
化
に
お
け
る
男
女
の
性

意
識
に
つ
い
て
の
講
演
で
す
。

時
11
月
9
日
㈯
13
時
30
分
〜
15
時

※
直
接
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
登
別
縄
文
ど
き
ど
き
ク
ラ
ブ
・
大

谷
さ
ん
（
☎
86
3
3
6
0
）

　

登
別
と
き
め
き
大
学
連
携
コ
ー
ス

の
一
環
と
し
て
、
室
蘭
民
報
社
代
表

取
締
役
社
長
・
工く

藤ど
う

忞つ
と
むさ
ん
を
講
師

に
招
い
て
講
演
を
行
い
ま
す
。

時
11
月
20
日
㈬
10
時

内
『
ニ
ュ
ー
ス
を
多
面
的
に
斬
り
、

そ
の
本
質
を
説
く
』 

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
登
別
と
き
め
き
大
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル

ク
ラ
ブ
事
務
局
・
関
さ
ん
（
☎
86

1
2
0
2
）

ニ
ュ
ー
ス
の
深
読
み

 

学
習
塾
2
0
1
3

郷
土
史
の
夕
べ

秋
の
縄
文
講
演
会

登
別
市
富
士
町
7
丁
目
33
番
地
１

☎
88
1
1
3
9

市
民
会
館

　

里
山
を
掃
除
し
、
た
き
火
を
し
て

お
や
つ
を
楽
し
み
ま
す
。

時
11
月
23
日
㈯
10
時
〜
13
時

定
費
30
人
（
申
込
順
）
・
200
円
（
小

学
生
以
下
100
円
）

持
昼
食
、
飲
み
物
、
軍
手
、
タ
オ
ル

申
11
月
22
日
㈮
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

午
前
は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
を
し

て
、
午
後
か
ら
は
積
も
っ
た
落
ち
葉

で
思
い
切
り
遊
び
ま
す
。

時
11
月
10
日
㈰
10
時
〜
15
時

対
定
費
小
学
4
年
生
〜
中
学
１
年
生
・

15
人
（
申
込
順
）
・
200
円

持
帽
子
、
昼
食
、
防
寒
着

申
11
月
7
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

大
人
と
子
ど
も
別
々
に
秋
の
散
策

を
満
喫
し
、
い
ろ
い
ろ
な
発
見
を
す

　

落
ち
葉
の
プ
ー
ル
で
秋
を
思
い
切

り
楽
し
み
ま
す
。

時
11
月
8
日
㈮
10
時
〜
12
時
30
分

対
費
未
就
園
児
と
そ
の
家
族
・
１
組

300
円
（
3
人
目
以
降
100
円
）

持
昼
食
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

申
11
月
5
日
㈫
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

シ
カ
の
角
を
使
っ
た
ア
ク
セ
サ

リ
ー
作
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

時
11
月
4
日
㈪
10
時
〜
15
時

対
定
費
18
歳
以
上
の
方
・
15
人
（
申

込
順
）
・
800
円

里
山
づ
く
り
の
日

『
里
山
を
集
め
る
日
〜
た
き
火
』

山
の
学
校

『
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
×

 

落
ち
葉
遊
び
』

森
ン
子
く
ら
ぶ

 

〜
秋
の
遠
足
と
ハ
イ
キ
ン
グ
〜

森
の
サ
ロ
ン

『
落
ち
葉
・
た
き
火
・

 

お
い
し
い
！
』

ひ
げ
工
房

 

シ
カ
角
ア
ク
セ
サ
リ
ー

登
別
市
鉱
山
町
8
番
地
3

☎
85
2
5
6
9

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

　

散
歩
を
し
て
、
鉱
山
の
秋
を
閉
じ

　

み
ん
な
で
夕
食
を
作
っ
て
食
べ
、

森
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
楽
し
み
ま
す
。

時
11
月
16
日
㈯
16
時
30
分
〜
17
日
㈰

14
時

対
費
3
歳
以
上
の
未
就
学
児
と
そ
の

家
族
・
4
千
円
（
小
・
中
学
生
2

千
800
円
、
未
就
学
児
2
千
500
円
）

持
飲
み
物
、
洗
面
道
具
、
着
替
え
、

防
寒
着
、
雨
具

申
11
月
13
日
㈬
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
が
も
っ
と
楽
し

い
所
に
な
る
よ
う
、
利
用
者
の
皆
さ

ん
と
語
り
合
う
場
で
す
。

時
11
月
24
日
㈰
10
時
〜
12
時

定
30
人
（
申
込
順
）

申
11
月
23
日
㈯
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

『
コ
ー
ザ
ン
秋
の
お
さ
ん
ぽ
』

森
の
よ
う
ち
え
ん

利
用
者
懇
談
会
〜
一
般
編

　

カ
ン
ト
・
レ
ラ
の
今
年
度
の
開
館

は
11
月
30
日
㈯
で
終
了
し
ま
す
。
来

年
度
の
開
館
は
、
平
成
26
年
4
月
１

日
㈫
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
社
会
教
育
Ｇ
（
☎
88
1
1
2
9
）

閉
館
の
お
知
ら
せ

登
別
市
登
別
温
泉
町
123
番
地
１

☎
84
2
0
6
9

カ
ン
ト
・
レ
ラ
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察
し
な
が
ら
、
木
の
知
ら
れ
ざ
る
戦

略
を
学
び
ま
す
。

時
11
月
14
日
㈭
10
時
〜
12
時

定
費
20
人
（
申
込
順
）
・
300
円

持
帽
子
、
防
寒
着

申
11
月
11
日
㈪
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

申
11
月
11
日
㈪
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

日
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
回

は
秋
の
森
で
遊
ん
だ
後
に
お
い
し
い

も
の
を
食
べ
ま
す
。

時
11
月
24
日
㈰
10
時
〜
13
時

対
費
小
学
2
年
生
ま
で
の
子
ど
も
と

そ
の
父
親
ま
た
は
祖
父
・
１
組
500

円
（
3
人
目
以
降
100
円
）

持
昼
食
（
軽
食
が
出
る
の
で
お
に
ぎ

り
程
度
）
、
飲
み
物

申
11
月
21
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

森
の
中
に
あ
る
自
然
物
な
ど
を
利

用
し
て
、
自
分
だ
け
の
ク
ラ
フ
ト
作

品
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
11
月
22
日
㈮
10
時
〜
12
時
30
分

対
定
費
子
育
て
中
の
方
・
15
人
（
申

込
順
）
・
800
円

申
11
月
21
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

お
父
さ
ん
と
子
ど
も
で
、
自
然
を

感
じ
つ
つ
、
の
ん
び
り
と
楽
し
い
休

　

野
山
に
あ
る
草
木
で
絹
の
ス
ト
ー

ル
を
染
め
ま
す
。

時
11
月
16
日
㈯
10
時
〜
14
時

対
定
費
18
歳
以
上
の
方
・
10
人
（
申

込
順
）
・
2
千
500
円

持
エ
プ
ロ
ン

申
11
月
9
日
㈯
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
を
学
び
、
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
ボ
ー
ド
を
使
っ
て
遊
び
ま
せ

ん
か
。
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
で
作
っ
た

お
や
つ
付
き
で
す
。

時
11
月
12
日
㈫
10
時
〜
14
時

対
定
費
18
歳
以
上
の
方
・
15
人
（
申

込
順
）
・
600
円

持
帽
子
、
手
袋
、
防
寒
着
、
昼
食
、

飲
み
物

　

遊
び
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
際
の
要

望
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

時
11
月
15
日
㈮
10
時
〜
12
時

対
子
育
て
中
の
方

※ 

託
児
を
希
望
す
る
方
は
申
込
時
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
11
月
14
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

鉱
山
の
色
鮮
や
か
な
落
ち
葉
を
観

　

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
秋
の
仕

事
を
体
験
し
ま
す
。
仕
事
を
し
た
後

に
は
お
や
つ
が
待
っ
て
い
ま
す
。

時
11
月
16
日
㈯
10
時
〜
15
時

対
費
小
学
生
・
200
円

持
昼
食
、
飲
み
物
、
軍
手
、
タ
オ
ル
、

防
寒
着
、
長
靴

申
11
月
13
日
㈬
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

冬
間
近
の
森
を
散
歩
し
ま
す
。
雨

天
の
場
合
は
、
屋
内
で
た
く
さ
ん
遊

び
ま
す
。

時
11
月
6
日
㈬
、
13
日
㈬
、
20
日
㈬
、

27
日
㈬
10
時
〜
12
時

対
費
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
・
１

組
300
円
（
3
人
目
以
降
100
円
）

持
防
寒
着
、
帽
子
、
昼
食
、
飲
み
物

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

ｍ
マ

マ

ａ
ｍ
ａ
の
た
め
の
サ
ロ
ン

『
手
づ
く
り
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
é
・
も
の
づ
く
り
』

父
と
子
の
日

 『
父
子
で
楽
し
む
秋
遊
び
!!
』

『
秋
色
に
染
め
て

 

私
だ
け
の
ス
ト
ー
ル
』

た
ま
に
は
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ

 

『
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
技
術
基
礎
』

利
用
者
懇
談
会
〜
子
育
て
編

『
森
の
中
の
子
育
て
に

 

つ
い
て
座
談
会
』

平
日
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

『
鉱
山
の
自
然
、

 

ご
ち
そ
う
さ
ん
！
』

な
が
ぐ
つ
レ
ン
ジ
ャ
ー

 

『
秋
の
お
仕
事
大
作
戦
』

森
の
ち
ょ
こ
っ
と

 

子
育
て
ひ
ろ
ば

　

11
月
19
日
㈫
は
施
設
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
た
め
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。

問
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

臨
時
休
館
情
報

そ
の
他

時
所
定
①
11
月
6
日
㈬
13
時
30
分
〜

14
時
30
分
・
若
草
つ
ど
い
セ
ン

タ
ー
・
10
人
（
申
込
順
）
、
②
11

月
6
日
㈬
18
時
30
分
〜
19
時
30
分
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｈ

ハ

ナ

Ａ
Ｎ
Ａ
・
15
人

（
申
込
順
）

申
西
い
ぶ
り
易
力
気
功
協
会
・
藤
井

さ
ん
（
☎
090

－

7
5
1
1

－

0
2

3
4
）

い
き
い
き
気
功
教
室

33 わくわくおでかけナビゲーション



時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

り
ま
す
の
で
、
ふ
る
さ
と
を
改
め
て

知
る
機
会
と
し
て
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

時
所

•
11
月
11
日
㈪
13
時
〜
22
日
㈮
12
時
・

鷲
別
公
民
館

•
11
月
11
日
㈪
13
時
〜
22
日
㈮
12
時
・

市
民
会
館

•
11
月
11
日
㈪
13
時
〜
22
日
㈮
12
時
・

婦
人
セ
ン
タ
ー

•
11
月
12
日
㈫
9
時
〜
24
日
㈰
17
時
・

カ
ン
ト
・
レ
ラ

•
11
月
25
日
㈪
13
時
〜
29
日
㈮
15
時
・

市
役
所

問
社
会
教
育
Ｇ
（
☎
88
1
1
2
9
）

知
恵
を
学
び
ま
す
。
家
計
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
わ
が
家
の
暮
ら
し
を

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
11
月
11
日
㈪
10
時
〜
12
時

所
登
別
中
央
福
音
協
会

費
500
円
（
前
売
り
券
450
円
）

※ 

託
児
は
150
円
（
お
や
つ
付
き
、
11

月
10
日
㈰
ま
で
に
予
約
が
必
要
）
。

問
室
蘭
友
の
会
・
渡
辺
さ
ん

 

（
☎
45
0
6
0
5
）

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

を
広
げ
ま
せ
ん
か
。

時
11
月
11
日
㈪
11
時
〜
13
時

所
と
も
か
な

定
費
6
人
（
申
込
順
）
・
800
円
〜

（
注
文
す
る
物
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
）

申
11
月
8
日
㈮
ま
で
に
と
も
か
な

 

（
☎
83
7
1
3
3
）

そ
の
他

　

の
ぼ
り
べ
つ
牛
乳
で
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
作
り
を
体
験
し
、
体
育
館
に

あ
る
鬼
壁
で
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
楽
し

み
ま
す
。

時
11
月
10
日
㈰
13
時
〜
16
時

所
札
内
高
原
館

対
定
費
18
歳
以
上
の
方
・
12
人
（
申

込
順
）
・
１
千
800
円

持
動
き
や
す
い
服
装
、
防
寒
着

申
11
月
7
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

平
成
23
年
度
・
24
年
度
に
実
施
し

た
『
市
民
が
記
憶
す
る
歴
史
収
集
事

業
』
で
聞
き
取
り
調
査
し
た
歴
史
や

写
真
の
展
示
を
行
い
ま
す
。
市
史
な

ど
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
歴
史
も
あ

　

あ
る
夫
婦
の
在
宅
闘
病
生
活
を
主

題
と
し
た
寸
劇
と
解
説
を
通
し
て
、

脳
卒
中
や
認
知
症
な
ど
の
病
気
や
介

護
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

時
11
月
9
日
㈯
13
時
〜
15
時

所
中
嶋
神
社
蓬

殿

内
『
も
し
も
認
知
症
に
な
っ
た
ら
〜

そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
で

き
る
こ
と
は
あ
る
の
？
〜
』

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
西
い
ぶ
り
在
宅
ケ
ア
連
絡
会
事
務

局
（
本
輪
西
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ

ッ
ク
内
・
☎
55
1
2
1
2
）

　

キ
ャ
ン
ド
ル
と
キ
ラ
キ
ラ
光
る
塗

り
絵
を
作
っ
て
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。

時
11
月
9
日
㈯
10
時
〜
14
時

所
と
も
か
な

費
500
円
〜
（
作
る
物
に
よ
り
異
な
り

ま
す
）

申
11
月
8
日
㈮
ま
で
に
と
も
か
な

 

（
☎
83
7
1
3
3
）

『
食
べ
て
遊
ん
で

 

札
内
高
原
館
を
満
喫
!!
』

歴
史
パ
ネ
ル
展

 

『
あ
の
頃
の
登
別
』

第
2
回
在
宅
ケ
ア
推
進

 

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
と

 

デ
ィ
ン
プ
ル
ア
ー
ト
作
り

　

大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
友
達
の
輪

　

カ
ム
イ
ヒ
ュ
ッ
テ
を
目
指
し
て
プ

チ
登
山
。
山
小
屋
で
の
ご
飯
を
楽
し

み
ま
す
。

時
11
月
9
日
㈯
10
時
〜
15
時

所
見
晴
公
園

対
定
費
18
歳
以
上
の
方
・
10
人
（
申

込
順
）
・
2
千
800
円

持
野
外
を
歩
け
る
服
装
と
靴
、
防
寒

着
、
飲
み
物
、
雨
具
、
着
替
え

申
11
月
7
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

　

家
計
簿
を
つ
け
て
の
生
活
発
表
を

聞
き
、
バ
ラ
ン
ス
の
い
い
食
生
活
の

時
11
月
13
日
〜
12
月
5
日
の
毎
週
水
・

木
曜
日
10
時
〜
12
時
（
全
8
回
）

所
総
合
体
育
館

対
定
費
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す

る
方
・
20
人
（
申
込
順
）
・
2
千

500
円

持
運
動
で
き
る
服
装
、
室
内
用
運
動

靴
、
ラ
ケ
ッ
ト
（
貸
し
出
し
可
）

申
11
月
8
日
㈮
ま
で
に
文
化・ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
（
☎
88
1
1
1
6
）

　

朗
読
の
録
音
テ
ー
プ
作
成
の
た
め

の
口
の
体
操
、
呼
吸
法
、
姿
勢
な
ど

の
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
11
月
21
日
㈭
13
時
15
分
〜
15
時

所
し
ん
た
21

持
筆
記
用
具

申
11
月
18
日
㈪
ま
で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
88
2
0
8
0
）

　

料
理
の
基
本
を
学
び
な
が
ら
、
夕

食
の
お
か
ず
と
酒
の
さ
か
な
を
作
り

ま
す
。
作
っ
た
料
理
を
2
人
分
持
ち

帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

時
11
月
16
日
㈯
15
時
〜
17
時

所
と
も
か
な

対
定
費
男
性
・
6
人
（
申
込
順
）
・

１
千
円

申
11
月
14
日
㈭
ま
で
に
と
も
か
な

 

（
☎
83
7
1
3
3
）

時
11
月
20
日
㈬
14
時
〜
15
時

所
婦
人
セ
ン
タ
ー

内
講
演
『
お
腹
を
切
ら
な
く
て
も
、

内
視
鏡
で
治
療
で
き
る
病
気
も
あ

り
ま
す
』

定
200
人
（
申
込
順
）

問
登
別
厚
生
年
金
病
院

 

（
☎
84
2
1
6
5
）

大
人
の
ラ
ン
チ
会

『
山
小
屋
ご
は
ん
♪
女
子
企
画
』

暮
ら
し
と
家
計
の
講
習
会

初
心
者
卓
球
教
室

体
験
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

男
の
料
理
教
室

市
民
公
開
講
座
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北海道『悪魔の飽食』を
歌う合唱団

　道内各地に支所があり、地域
ごとに練習して札幌コンサート
ホールK

キ タ ラ

itaraで公演を行いま
す。札幌での合同練習も行いま
す。

●活動日　土曜日　10時～12時
　　　　　（月に 1～ 2回）
●場所　若草つどいセンター
●会費　１回500円
●問い合わせ　宮尾さん
 （☎81２２３３）

会 員 募 集

　

地
域
固
有
の
文
化
で
あ
る
胆
振
三

大
遺
産
（
ジ
オ
パ
ー
ク
、
縄
文
遺
跡

群
、
ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊
）
に
ち
な
ん

だ
実
験
や
体
験
を
行
い
ま
す
。

時
11
月
23
日
㈯
10
時
〜
15
時

所
北
海
道
室
蘭
栄
高
等
学
校

対
小
学
4
年
生
以
上
の
方

持
上
履
き

問
胆
振
総
合
振
興
局
地
域
政
策
課

 

（
☎
㉔
9
5
6
8
）

　

無
料
で
骨
密
度
や
血
圧
・
体
力
を

測
定
す
る
ほ
か
、
健
康
・
栄
養
・
介

護
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

時
11
月
10
日
㈰
10
時
〜
15
時

所
ア
ー
ニ
ス

問
登
別
厚
生
年
金
病
院

 

（
☎
84
2
1
6
5
）

　

あ
な
た
の
家
族
と
な
る
愛
猫
を
探

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
『
猫
カ
フ
ェ
』

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

時
11
月
17
日
㈰
10
時
〜
14
時

所
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｈハ

ナ

Ａ
Ｎ
Ａ

問
猫
色
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
・
芳
賀
さ

ん

 

（
☎
070

－

6
6
0
4

－

2
2
7
5
）

　

住
み
慣
れ
た
家
や
高
齢
者
施
設
な

ど
で
終
末
を
迎
え
る
命
と
、
ど
の
よ

う
に
向
き
合
い
支
え
て
い
く
べ
き
か
、

理
解
を
深
め
ま
す
。

時
11
月
23
日
㈯
13
時
30
分
〜
16
時

所
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
講
堂

内
講
演
『
生
き
ざ
ま
と
死
に
ざ
ま
の

は
ざ
ま
の
場
と
し
て
の
看
取
り
』

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
北
海
道
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
（
☎
0
1
4
4
87
2
6
1

1
）

　

『
妖
精
ユ
ー
レ
ニ
ッ
セ
と
北
欧
デ

ン
マ
ー
ク
の
ク
リ
ス
マ
ス
』
と
い
う

題
の
講
演
で
す
。

時
12
月
14
日
㈯
11
時
〜
12
時
30
分

所
室
蘭
工
業
大
学

対
定
費
高
校
生
以
上
の
方
・
10
人

（
申
込
順
）
・
１
千
円

申
11
月
5
日
㈫
〜
15
日
㈮
に
室
蘭
工

業
大
学
地
域
連
携
推
進
グ
ル
ー
プ

備
え
付
け
、
ま
た
は
同
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
同
大
学
地
域

連
携
推
進
グ
ル
ー
プ
（
〒
050

－

8

5
8
5
室
蘭
市
水
元
町
27

－

１
）

問
同
大
学
地
域
連
携
推
進
Ｇ

 

（
☎
46
5
0
2
3
）

『
き
て
、
み
て
、
さ
わ
っ
て
！

 

三
大
遺
産
』

健
康
展

猫
の
譲
渡
会

社
会
福
祉
士
セ
ミ
ナ
ー

室
蘭
工
業
大
学
公
開
講
座

難民の方へ衣料を送ります

　持参いただいた衣料などを、ＮＰＯ法人日本救援衣料センター
を通して、難民の方に送ります。皆さんのご協力をお願いします。
◆日　　　時　11月17日㈰　10時～14時
◆場　　　所　市民活動センター、鷲別公民館、婦人センター
◆搬 入 方 法　みかん箱程度の段ボール箱に入れて持参してくだ

さい
◆負　担　金　500円（１箱につき）
◆問い合わせ　田中さん（☎88０７９７）

のぼりべつ国際交流会

受け入れる物
新品の下着、パジャマ、タオ
ル、タオルケット、シーツ、
洗濯済みの毛布、ズボン、Ｔ
シャツ、トレーナー、セータ
ー、ジャンバー、コートなど

受け入れない物
スーツ、スカート、ワン
ピース、和服、ふとん、
ベビー服、小物類（ネク
タイ、ベルト、帽子、手
袋など）など

35 わくわくおでかけナビゲーション



今月の新着図書
市立図書館
☎854324

※ 図書館では、毎月購入している本の全リストを
差し上げています。ご利用ください。

不用品ダイヤル市 お申し込み・お問い合わせは
登別消費者協会（☎858307）

火～金曜日（祝日を除く）10：00～16：00

※お申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は6カ月です。
　継続希望の場合は、再度お申し込みください。

　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

▼登録できないもの

＝こどものほん＝

発見

ゆずります（売ります）

●子ども用滑り台（プラスチック製・室内用）●木製座卓（123×78㎝）
●五月人形（ガラスケース入り）●ひな人形（１段飾り・屏風台付き）
●藤の椅子（ 2 脚）●夏タイヤ（ホイール付、155/65R13）●ひな人形
（ガラスケース入り）●冷風扇（40×40×100㎝）●電子オルガン●冬タ
イヤ（205/65R15）●ランドセル（黒）●ひな人形（ 7段）●石炭塊の置
物（20×20×60㎝）●車内用ハンガー●じゅうたん（ 4畳半）●ベビー用
風呂椅子●電子ピアノ●マージャンパイ●水筒（500㍉㍑）●ピアノ●夏
タイヤ（ホイール付、215/40R17）●室内用運動器具●介護用ベッド●下
駄箱●ベビーベッド●室内用歩行訓練器●背付き長椅子（125㌢㍍）●壁
掛けガス給湯器●18㍑ポリタンク（10個）

ゆずってください（買います）

●レンジトップ・オーブン ●スクリーン●男子学生服（175～180㎝）
●介護用ベッド●自転車（23㌅）●スケートボード●三輪自転車（大人用）
●自転車（16㌅）の補助輪●白菊幼稚園男子制服（夏・冬）●碁盤

恋しくて

おかし

村
むら

上
かみ

　春
はる

樹
き

 編訳

なかがわ りえこ 文　　やまわき ゆりこ 絵

　2013年ノーベル文学賞を受賞
したアリス・マンローの短編
『ジャック・ランダ・ホテル』
など、村上春樹が選んで訳した
世界のラブ・ストーリーと、村
上春樹の書き下ろし短編小説
『恋するザムザ』を収録。

　お皿におかしがのっていると、
いやなことを全部忘れるくらい
うれしい。おかしにこめられた
ひみつのパワーを解き明かす、
ゆかいなお話。

◇北海道「古語」探訪 夏
なつ

井
い

　邦
くに

男
お

 著
◇三国志 第12巻 宮

みや

城
ぎ

谷
たに

昌
まさ

光
みつ

 著
◇祈りの幕が下りる時 東

ひがし

野
の

　圭
けい

吾
ご

 著

◇ぐるんぐるんつむじかぜ アーノルド・ローベル 作
◇タイヨオ 梅

うめ

田
だ

 俊
しゅん

作
さく

・梅
うめ

田
だ

 佳
よし

子
こ

 作・絵
◇妖怪アパートの幽雅な日常 ラスベガス外伝 香

こう

月
ずき

　日
ひ の わ

輪 著

「
１
日
に
100
本
以
上
の
電
柱
を

製
造
し
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｐ
Ｓ
の

マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
電
柱
が
当

社
製
で
、
市
内
に
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
よ
。
こ
の
ほ
か
、
皆
さ
ん

が
普
段
渡
っ
て
い
る
橋
の
多
く
に

当
社
の
橋
げ
た
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
よ
」
と
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
を
造
り
だ
し

て
い
る
こ
と
を
誇
ら
し
げ
に
語
っ

て
く
れ
る
の
は
、
ド
ー
ピ
ー
建
設

工
業
㈱
幌
別
工
場
長
の
日く

さ

下か

秀ひ
で

人と

さ
ん
。

同
社
は
長
年
に
わ
た
り
、
地
域

貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
、
社
会

科
見
学
学
習
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
9
月
下
旬
に
、
青
葉
小

学
校
の
3
年
生
が
同
社
の
幌
別
工

場
を
訪
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の

橋
げ
た
の
巨
大
さ
や
、
１
本
の
電

柱
が
、
わ
ず
か
4
分
30
秒
で
造
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
学
び
、
驚
い
て

い
ま
し
た
。

地
元
企
業
ら
し
い
親
し
み
を
感

じ
る
『
ド
ー
ピ
ー
さ
ん
』
で
す
が
、

札
幌
と
東
京
の
2
カ
所
に
本
社
を

置
き
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
に
い
た

る
営
業
拠
点
を
有
し
、
日
本
中
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。

日
本
各
地
で
自
然
災
害
に
対
す

る
危
機
意
識
が
高
ま
る
中
、
防
潮

堤
や
ス
ノ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
の

防
災
構
造
物
で
実
績
が
あ
る
同
社

の
活
躍
の
場
は
、
一
層
広
が
り
そ

う
で
す
。

ま
た
、
枕
木
製
造
の
技
術
が
北

海
道
新
幹
線
の
整
備
に
活
用
さ
れ

る
期
待
感
も
膨
ら
み
ま
す
。

【沿革】
昭和31年　北海道ピー・エス・コンクリート

株式会社設立
昭和58年　ドーピー建設工業株式会社に改称
【幌別工場】
所 在 地　千歳町１丁目24－１
電話番号　85２２２１
ホームページ　http://www.dps.co.jp/
事業内容　プレストレスト・コンクリート工

事、セメント二次製品の設計・製
造・販売

 企業編⑦　ドーピー建設工業㈱幌別工場
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地域だより
町内会のいきいき実践活動を紹介

登別市連合町内会事務局
市民サービスグループ内
☎85 2 1 3 9 　思85 7 6 7 4

﹇
若
草
第
二
町
内
会
﹈

み
ん
な
で
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！

町
内
会
『
夏
祭
り
』

［望洋団地町内会］
里帰りの子どもを迎えて交流
住宅敷地の前で『楽しい夏祭り』

［富浦町会］

伝統を受け継ぐ夏祭り
富浦町金毘羅まつり

﹇
登
別
本
町
会
﹈

ま
つ
り
で
会
員
の
親
睦
を
深
め
る

本
町
会
夏
ま
つ
り

　

若
草
第
二
町
内
会
は
8
月
3
日
・
4
日
に

開
催
の
『
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
・
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
』
に
合
わ
せ
て
子
ど
も
み
こ
し
を

運
行
し
ま
し
た
。

　

炎
天
下
『
わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ
い
』

の
掛
け
声
が
町
内
に
響
き
わ
た
り
、
参
加
者

は
2
日
間
で
延
べ
240
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

祭
り
を
通
し
て
地
域
の
人
た
ち
が
お
互
い

触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

望
洋
団
地
町
内
会
は
、
毎
年
8
月
15
日
に
、
里
帰
り
し
た

子
ど
も
を
迎
え
て
の
『
望
洋
団
地
夏
ま
つ
り
』
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

参
加
者
は
焼
き
肉
や
流

し
そ
う
め
ん
、
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、

野
菜
や
果
物
が
当
た
る
抽

選
会
に
歓
声
を
上
げ
、
手

に
い
っ
ぱ
い
の
野
菜
に
顔

を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
し
た
。

　

最
後
は
盆
踊
り
と
子
ど

も
花
火
大
会
で
、
楽
し
い

夏
祭
り
を
終
え
ま
し
た
。

　

富
浦
町
会
は
、
8
月
3
日
・
4
日
に
、
長
く
受
け
継
が
れ

て
い
る
富
浦
町
金
毘
羅
ま
つ
り
を
開
催
し
、
会
員
が
か
み
し

も
と
陣
笠
を
身
に
付
け
て
み
こ
し
と
一
緒
に
町
内
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
に
は
か
き
氷
な

ど
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
大
人

は
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
に

興
じ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

が
楽
し
め
る
同
ま
つ
り
は
、

会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
、

町
会
活
動
を
推
進
す
る
活

力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

登
別
本
町
会
は
、
2
日
間
に
渡
り
、
今
年

で
14
回
目
を
迎
え
る
手
作
り
の
ま
つ
り
『
本

町
会
夏
ま
つ
り
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
子
ど
も
み
こ
し
や
花
火
大
会
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
餅
ま
き
な
ど
を
楽
し
み
ま

し
た
。
会
場
は
焼
き
鳥
な
ど
の
露
店
か
ら
の
、

香
ば
し
い
に
お
い
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

夏
ま
つ
り
は
、
町
内
会
の
交
流
と
親
睦
を

深
め
る
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

若
草
第
二
町
内
会

　
　

会
長　

南み
な
み　

　

行ゆ
き

雄お

望
洋
団
地
町
内
会　
　

会
長　

鈴す
ず

木き　

尚ひ
さ

美み

富
浦
町
会　
　
　
　
　

会
長　

佐さ

藤と
う　

　

守ま
も
る

登
別
本
町
会

　
　

会
長　

白し
ら

田た　

明あ
き

義よ
し
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開
か

れた
議会を目指し
て

71号
発行・登別市議会／編集・議会だより編集委員会／発行日・2013.11.1

登別市議会 で 検索

　

平
成
25
年
第
3
回
定
例
会
が
、
9
月
6
日
か
ら
18
日
ま
で
の
13

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
10
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
財
政
健
全
化
に
向
け

た
土
地
開
発
公
社
の
債
務
解
消
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
、
防
災
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
交
流
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
保
育
所
民
営
化
、

職
員
給
与
削
減
、
観
光
振
興
、
小
中
学
校
の
耐
震
化
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
で
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案

① 

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
、
平
成
25
年
度

学
校
給
食
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

② 
市
税
条
例
の
一
部
改
正

③ 
市
税
外
収
入
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

④ 

市
道
路
線
の
認
定

⑤ 

工
事
委
託
の
協
定

⑥ 

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

⑦ 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
選
任

な
ど
を
審
議
し
、
各
議
案
に

つ
い
て
全
会
一
致
で
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
意
見
書
に
つ
い
て
は
、

「
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保

を
求
め
る
」
意
見
書
を
可
決

し
ま
し
た
。

　

予
算
・
決
算
委
員
会
を
9
月
13
日
に
開
催
し
、
平

成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
と
学
校

給
食
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い

て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑

① 

Ｏ
Ａ
化
推
進
経
費
な
ら
び
に
小
中
学
校
情
報
推
進

事
業
費

　

•
サ
ポ
ー
ト
終
了
情
報
の
取
得
時
期
に
つ
い
て

　

•
新
Ｏ
Ｓ
の
選
定
基
準
に
つ
い
て

　

•
今
後
の
パ
ソ
コ
ン
入
替
計
画
に
つ
い
て

②
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
維
持
管
理
経
費

　

•
今
年
度
も
補
正
と
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て

③
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
等
経
費

　

• 

例
年
よ
り
予
備
費
増
額
と
な
っ
た
経
緯
に
つ
い

て

な
ど
の
質
疑
を
行
い
、
全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
第
3
回
定
例
会

予
算
・
決
算
委
員
会

　
　

（
平
成
25
年
度
補
正
予
算
審
査
）

小中学校の耐震化や公共施設整備の考え方について
市の見解をただす！

ＯＳの製品サポート終了により、
行政所有のすべてのパソコンが入替に！

市議会ホームページで、本会議などの生中
継と過去の議会映像をご覧いただけます
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今
夏
の
異
常
気
象
に
か
ん
が
み
、
予
測
で

き
な
い
災
害
に
は
、
普
段
か
ら
の
備
え
や
地

域
の
課
題
を
住
民
が
共
通
認
識
し
、
防
災
意

識
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
、
自
ら
の
命
を
守

る
防
災
力
を
高
め
、
避
難
所
や
経
路
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
避
難
路
を
目
立
た

せ
る
塗
料
や
蓄
光
材
等
の
設
置
へ
の
対
応
を

た
だ
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
へ
の
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
、

市
内
42
ヵ
所
の
既
存
サ
イ
レ
ン
の
音
達
調
査

や
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
の
検

証
な
ど
、
進
ち
ょ
く
状
況
を
確
認
し
、
避
難

所
開
設
の
際
に
は
、
秩
序
維
持
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
へ
の
配
慮
を
要
望
し
た
。

質　

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
で
は
、
『
地

方
公
共
団
体
に
お
け
る
い
じ
め
防
止
等
の
た

め
の
対
策
を
推
進
す
る
基
本
的
な
方
針
「
地

方
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
を
定
め
る
よ
う

努
め
る
も
の
と
す
る
。
』
と
あ
る
が
当
市
の

考
え
は
。

答　

「
当
市
と
し
て
は
、
い
じ
め
は
い
か
な

る
理
由
が
あ
ろ
う
と
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
」

と
い
う
強
い
認
識
に
立
ち
、
未
然
防
止
、
早

期
発
見
・
早
期
解
消
に
努
め
て
き
た
。

　

国
が
策
定
す
る
基
本
方
針
、
道
で
策
定
す

る
「
子
ど
も
の
い
じ
め
防
止
に
関
す
る
条
例
」

等
を
踏
ま
え
、
い
じ
め
対
策
の
充
実
に
努
め

た
い
。

質　

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
（
建
退
共
）

の
認
知
度
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

こ
の
制
度
は
、
働
い
た
日
数
分
の
掛
け

金
が
通
算
さ
れ
て
退
職
金
が
支
払
わ
れ
る
し

く
み
で
あ
り
、
短
期
間
に
職
場
を
移
動
し
て

雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
労
働
者
に
と
っ
て

は
、
福
祉
の
充
実
等
大
変
有
意
義
な
制
度
で

あ
る
。

　

工
事
現
場
等
に
掲
示
し
て
い
る
「
標
識
」

な
ど
で
制
度
周
知
に
努
め
て
お
り
、
勤
労
者

退
職
金
共
済
機
構
の
調
査
で
の
認
知
度
は
、

元
請
け
お
よ
び
下
請
事
業
者
の
約
90
％
、
建

設
労
働
者
の
87
％
が
「
知
っ
て
い
る
」
と
答

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
状
の
交
流
事
業
は
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
ま

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
断
片
的
で
、
全
体
像

や
到
達
点
が
不
明
確
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

交
流
施
策
を
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
自

治
体
を
例
に
挙
げ
、
交
流
事
業
や
交
流
拠
点

等
を
体
系
的
に
と
ら
え
、
他
の
施
策
と
の
関

連
付
け
、
意
識
付
け
、
計
画
や
評
価
の
あ
り

方
を
い
ま
一
度
見
直
す
必
要
性
を
た
だ
し
た
。

　

ま
た
東
京
五
輪
開
催
決
定
に
よ
る
北
海
道

や
当
市
へ
の
影
響
に
触
れ
、
こ
の
ま
た
と
な

い
機
会
に
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
経
済
に
お
け

る
交
流
施
策
等
、
ま
ち
を
上
げ
て
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
要
望
し
た
。

質　

富
岸
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
4
年
生
の
入
所

困
難
な
状
況
に
つ
い
て
た
だ
し
た
。

答　

富
岸
児
童
ク
ラ
ブ
は
平
成
21
年
に
入
所

申
請
が
多
数
の
た
め
、
選
考
委
員
会
で
4
年

生
の
入
所
を
「
承
諾
し
な
か
っ
た
」
経
緯
が

あ
り
、
そ
れ
以
降
、
低
学
年
の
入
所
が
最
優

先
さ
れ
た
こ
と
が
、
4
年
生
の
保
護
者
に
浸

透
し
て
し
ま
っ
た
と
と
ら
え
て
い
る
。
当
ク

ラ
ブ
は
施
設
整
備
規
模
を
満
た
し
て
お
り
、

定
員
を
大
幅
に
超
え
て
い
る
の
で
、
今
後
5
・

6
年
生
を
含
め
た
需
要
量
の
見
込
み
を
把
握

し
、
適
切
な
施
設
の
整
備
に
向
け
た
検
討
を

し
て
い
く
。

質　

昨
今
、
核
家
族
化
や
少
子
化
の
影
響
で

都
会
で
は
10
％
超
え
で
無
縁
墓
が
存
在
し
、

当
市
に
お
い
て
も
今
後
そ
の
よ
う
な
状
況
が

心
配
さ
れ
ま
す
が
、
合が

っ

葬そ
う

墓ば
か

な
ど
検
討
さ
れ

る
予
定
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

答　

今
後
に
つ
い
て
は
、
少
子
・
高
齢
化
の

進
展
に
よ
り
、
無
縁
墓
が
増
加
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
合ご

う

祀し

墓ば
か

、
合
葬
墓
の

よ
う
な
合
同
で
埋
葬
で
き
る
墓
の
建こ

ん

立り
ゅ
う

に
つ

い
て
、
他
市
の
状
況
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
地
開
発
公
社
に
つ
い
て
は
、
『
新
た
な

「
中
期
財
政
見
通
し
」
で
、
よ
り
早
期
か
つ

確
実
に
債
務
解
消
を
図
り
た
い
。
そ
の
た
め
、

本
年
度
を
最
終
年
度
と
し
て
特
例
的
に
発
行

が
認
め
ら
れ
て
い
る
「
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改

革
推
進
債
」
の
活
用
を
視
野
に
検
討
を
進
め

て
い
る
。
な
お
、
人
口
減
少
が
確
実
視
さ
れ

る
中
で
安
定
的
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
に

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
長
期
的
な
視
点
に
立

つ
必
要
が
あ
り
、
土
地
開
発
公
社
の
債
務
解

消
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
に
も
、
中
期
財

政
見
通
し
は
対
象
期
間
を
8
年
に
伸
ば
す
方

向
で
あ
る
』
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

防
災
と
災
害
対
策
に

防
災
と
災
害
対
策
に

  

つ
い
て

つ
い
て

佐　

藤　

弘　

子

学
校
に
お
け
る

学
校
に
お
け
る

  

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

村　

井　

寿　

行

建
退
共
の
認
知
度
は

建
退
共
の
認
知
度
は

  

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

高　

橋　

正　

美

交
流
施
策
の
現
状
と

交
流
施
策
の
現
状
と

  

今
後
に
つ
い
て

今
後
に
つ
い
て

成　

田　

昭　

浩

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

  

つ
い
て

つ
い
て

佐
々
木　

久
美
子

無無むむ

縁縁え
ん
え
ん

墓墓ば
か
ば
か

に
つ
い
て

に
つ
い
て

米　

田　

登
美
子

土
地
開
発
公
社
の

土
地
開
発
公
社
の

  

債
務
解
消

債
務
解
消

石　

山　

正　

志

一 般 質 問一 般 質 問
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平
成
25
年
度
北
海
道
市
議
会
議
長

会
道
南
支
部
議
員
研
修
会
が
10
月
3

日
に
当
市
で
開
催
さ
れ
た
。

　

道
南
支
部
で
あ
る
函
館
市
・
室
蘭

市
・
苫
小
牧
市
・
伊
達
市
・
北
斗
市

そ
し
て
登
別
市
の
6
市
の
議
員
約
130

名
が
集
ま
り
「
北
海
道
の
教
育
課
題

を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
元
北
海

道
教
育
長
で
あ
る
吉
田
洋
一
氏
を
迎

え
、
学
力
不
足
問
題
・
い
じ
め
問
題
・

不
登
校
問
題
・
中
途
退
学
問
題
・
低

迷
す
る
運
動
能
力
問
題
・
教
員
の
意

識
改
革
に
関
す
る
問
題
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
に
対
し
て
生
き
て
ゆ
く

為
の
土
台
で
あ
る
「
基
礎
学
力
の
重

要
性
」
に
つ
い
て
の
講
演
を
い
た
だ

い
た
。

　

地
獄
ま
つ
り
最
終
日
に
、
宮
城
県
白

石
市
と
の
姉
妹
都
市
30
周
年
式
典
が
登

別
温
泉
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

登
別
市
の
開
拓
に
貢
献
し
た
歴
史
的
背

景
を
含
め
て
白
石
市
長
よ
り
挨
拶
が
あ

り
、
登
別
市
長
は
姉
妹
都
市
の
ス
ポ
ー

ツ
交
流
な
ど
の
必
要
性
に
も
触
れ
、
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
の
海
老
名
市
の
市

長
・
市
民
、
白
石
市
の
市
長
・
市
民
、

札
幌
市
白
石
区
の
区
民
、
東
京
登
別
げ

ん
き
か
い
、
札
幌
の
ぼ
り
べ
つ
会
な
ど
、

来
賓
を
含
め
多
く
の
方
々
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。
式
典
は
盛
況
の
う
ち
に
終
了

し
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
夜
に
開

催
さ
れ
た
「
鬼
踊
り
大
群
舞
」
に
も
参

加
し
さ
ら
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

製
品
サ
ポ
ー
ト
期
限
満
了
前
に
、
パ
ソ
コ

ン
の
入
れ
替
え
を
行
う
Ｏ
Ａ
化
推
進
経
費
の

更
新
計
画
に
つ
い
て
確
認
。
更
新
台
数
を
多

く
残
し
た
中
で
、
駆
け
込
み
需
要
に
併
せ
た

補
正
予
算
を
行
う
の
で
は
な
く
、
年
次
的
に

平
準
化
し
て
、
で
き
る
限
り
当
初
予
算
で
執

行
す
る
よ
う
求
め
た
。

鈴　

木　

広　

之

鈴　

木　

広　

之

　

総
務
費
で
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
の
製
品
サ

ポ
ー
ト
終
了
に
伴
う
パ
ソ
コ
ン
更
新
の
方
向

性
を
た
だ
し
た
。
ま
た
道
道
上
登
別
室
蘭
線

中
央
通
改
良
事
業
に
伴
う
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ

ー
ブ
ル
移
設
が
補
正
と
な
っ
た
経
緯
を
確
認
。

　

学
校
給
食
事
業
の
予
備
費
を
100
万
円
追
加

し
た
意
図
を
確
認
し
、
今
後
適
切
な
費
目
で

計
上
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

二　

瓶　

秀　

幸

二　

瓶　

秀　

幸

補正予算審査補正予算審査 質　

消
費
者
被
害
の
状
況
と
消
費
者
被
害
防

止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
置
す
る
考
え
は
。

答　

消
費
者
被
害
の
状
況
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
60
歳
以
上
が
全
体
の
約
半
数
を
占
め
る
。

消
費
者
被
害
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
立
に

あ
た
っ
て
は
設
置
要
領
を
定
め
る
必
要
が
あ

り
、
情
報
の
発
信
方
法
や
情
報
交
換
の
場
に

つ
い
て
、
関
係
団
体
と
協
議
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
。

質　

市
内
小
中
学
校
の
耐
震
化
率
は
全
道
的

に
み
て
も
低
い
こ
と
か
ら
安
全
確
保
の
考
え

は
。

答　

で
き
る
だ
け
早
期
に
耐
震
化
を
終
え
る

よ
う
、
計
画
の
前
倒
し
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

平
成
24
年
7
月
に
国
民
保
養
温
泉
地
選
定

基
準
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
指
定
を
受
け
て

い
る
カ
ル
ル
ス
温
泉
地
区
に
お
い
て
は
、
登

別
厚
生
年
金
病
院
の
温
泉
療
法
医
や
北
海
道

大
学
の
温
泉
療
法
医
と
し
て
研
究
さ
れ
て
い

る
名
誉
教
授
な
ど
と
、
新
た
な
国
民
保
養
温

泉
地
計
画
を
作
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

　

ま
た
登
別
温
泉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
登
別
温
泉
地
区
の
消
防
機
能
も
含

め
、
公
共
機
関
と
し
て
ど
の
よ
う
な
施
設
の

あ
り
方
が
良
い
の
か
を
明
確
に
し
、
場
所
を

移
転
す
る
事
も
視
野
に
入
れ
、
再
契
約
期
間

内
に
結
論
を
出
す
べ
き
と
提
言
し
ま
し
た
。

質　

年
金
の
減
額
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
増
、

物
価
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
の
上
、
来
年
4
月
か

ら
の
消
費
税
増
税
で
、
国
民
生
活
は
限
界
に

き
て
い
る
。
法
案
が
強
行
さ
れ
た
今
も
「
増

税
す
べ
き
で
な
い
」
と
の
国
民
の
声
が
7
割

を
超
え
て
い
る
。
冷
え
込
ん
だ
経
済
状
況
下

で
の
増
税
は
、
市
民
を
ま
す
ま
す
苦
境
に
追

い
込
む
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
市
民
の
生

活
を
守
る
た
め
に
「
消
費
税
を
引
き
上
げ
る

べ
き
で
な
い
」
と
全
国
青
年
市
長
会
長
就
任

の
初
仕
事
と
し
て
表
明
す
べ
き
。

答　

全
道
・
全
国
市
長
会
で
国
民
生
活
が
悪

い
方
に
い
か
な
い
よ
う
働
き
か
け
た
い
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。

消
費
者
被
害
防
止

消
費
者
被
害
防
止

  

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

木　

村　

俊　

子

カ
ル
ル
ス
・
登
別
温
泉
に
お
け
る

カ
ル
ル
ス
・
登
別
温
泉
に
お
け
る

  

観
光
振
興
に
つ
い
て

観
光
振
興
に
つ
い
て

山　

口　

賢　

治

消
費
税
増
税
に
市
長
は

消
費
税
増
税
に
市
長
は

  

反
対
の
意
思
表
明
を

反
対
の
意
思
表
明
を

渡　

辺　
　
　

勉

白石市との姉妹都市提携白石市との姉妹都市提携
30周年記念式典が開催30周年記念式典が開催

道南支部議員研修会が登別で開催！道南支部議員研修会が登別で開催！

▲吉田洋一氏による講演の様子
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委 員 会 だ よ り委 員 会 だ よ り

　

本
年
度
１
回
目
の
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
意

見
交
換
会
を
行
い
、
主
に
事
業
実
施
の
あ
り
方

や
成
果
を
出
す
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
等
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。

　

7
月
末
に
、
富
岸
小
学
校
を
会
場
に
市
の
総

合
防
災
訓
練
が
あ
り
、
避
難
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

障
が
い
者
対
応
ブ
ー
ス
・
避
難
所
用
ト
イ
レ

の
展
示
や
説
明
を
聞
き
、
屋
外
の
訓
練
で
は
土

の
う
積
み
や
被
災
車
両
の
撤
去
の
見
学
を
し
ま

し
た
。
今
回
の
訓
練
を
基
に
、
さ
ら
に
市
民
の

安
全
の
構
築
の
礎
に
な
る
よ
う
な
提
言
を
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
10
月
に
は
昨
年
同
様
、
年
度
途
中
で
の

当
市
の
財
政
状
況
の
説
明
を
受
け
、
現
状
の
確

認
を
行
い
ま
し
た
。

① 

本
年
度
制
定
さ
れ
た
中
小
企
業
地
域
経
済
振

興
基
本
条
例
に
基
づ
き
市
民
生
活
の
向
上
と

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
上
で
「
市
・
市

民
・
中
小
企
業
等
」
の
三
者
協
議
の
場
の
設

置
に
向
け
て
今
後
市
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

② 
下
水
道
事
業
会
計
が
、
地
方
公
営
企
業
法
適

用
事
業
化
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
分
か

り
や
す
く
効
果
的
な
事
業
が
展
開
で
き
る
よ

う
に
、
委
員
会
で
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

③ 

基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
業
者
、
各
企
業
者
、

各
団
体
等
と
意
見
交
換
を
予
定
し
て
お
り
、

問
題
課
題
等
の
聴
き
取
り
か
ら
、
対
応
策
を

探
り
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
予
定
で
す
。

④ 

若
山
町
市
道
交
差
点
改
良
工
事
現
場
、
中
登

別
町
の
道
道
倶
多
楽
湖
公
園
線
改
良
工
事
現

場
等
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

保
育
に
民
間
の
手
法
や
技
術
を
取
り
入
れ
た

幼
児
教
育
を
加
え
「
保
育
」
と
「
教
育
」
の
一

体
的
な
提
供
を
図
る
「
公
立
保
育
所
民
営
化
の

考
え
方
」
が
示
さ
れ
、
当
面
は
栄
町
保
育
所
を

民
営
化
し
、
他
の
施
設
は
子
ど
も
た
ち
へ
の
影

響
、
運
営
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
、
保
育
環
境
の
検

証
を
行
い
段
階
的
に
進
め
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
、
10
月
に
行
政
視
察
を
行
い

公
立
保
育
所
、
民
営
化
さ
れ
た
保
育
所
の
現
地

視
察
を
行
い
、
効
果
や
課
題
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
視
察
で
は
、
障
が
い

者
福
祉
施
設
や
バ
リ
ア
〝
ア
リ
ー
〞
の
高
齢
者

施
設
、
さ
ら
に
、
24
時
間
対
応
定
期
巡
回
サ
ー

ビ
ス
と
空
き
教
室
を
活
用
し
た
高
齢
者
向
け
ラ

ン
チ
ル
ー
ム
に
つ
い
て
も
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

7
月
31
日
か
ら
「
議
員
の
政
策
提
言
に
つ
い

て
」
を
目
的
に
、
岐
阜
県
高
山
市
と
長
野
県
松

本
市
の
両
議
会
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
の
視
察

は
、
議
長
諮
問
事
項
に
係
る
調
査
・
研
究
の
一

環
で
、
多
く
の
検
討
課
題
を
把
握
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
諮
問
事
項
の
「
議
員
定
数

等
に
関
す
る
取
り
組
み
」
で
は
、
七
つ
の
協
議

事
項
を
設
け
、
委
員
会
で
各
会
派
の
意
見
を
踏

ま
え
た
協
議
を
行
い
、
本
年
12
月
中
に
議
長
へ

答
申
す
る
予
定
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
関
連
で
、
10
月
の
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
今
後
の
議
員
・
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
や
議

員
定
数
等
に
つ
い
て
の
基
調
講
演
お
よ
び
委
員

会
で
協
議
し
終
え
た
事
項
を
題
材
に
、
市
民
と

の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総務・教育委員会

観光・経済委員会

 生活・福祉委員会

 議会運営委員会

▲道道改良工事現地視察の様子

ビ

41 議会だより でぃすかす
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　刀工など火を扱う職人が鞴を清め、
火の神に感謝するとともに、技能向
上や一年間の作業の安全祈願をする、
年に一度の祭りです。
　鞴は、火を起こし、火力を強める
ために使用する、金属の精鉄や加工
に欠くことのできない道具です。
　黎明観刀鍛冶工房前では、刀剣類
の常設展示をしています。

▼日時　11月10日㈰　10時

▼場所　黎明観刀鍛冶工房

▼問い合わせ　伊達観光物産公社
 （☎ 0 1 4 2 ㉕ 5 5 6 7 ）

仙台藩白老元陣屋資料展 　鞴
ふいご

まつり　

　『満
みつ

岡
おか

照
てる

子
こ

と文人たち』という
テーマで、戦前白老の女流歌人であ
った満岡照子と交流があった文化人
からの手紙や色紙を中心に、約30点
の資料が展示されます。展示には白
老コタンを訪問した歌人の与

よ

謝
さ

野
の

鉄
てっ

幹
かん

・晶
あき

子
こ

夫妻からの、歓迎に対する
礼状も含まれています。

▼日時　11月 2 日㈯～12月23日㈪

▼場所　仙台藩白老元陣屋資料館

▼入館料　300円（小・中学生150円）

▼  問い合わせ　仙台藩白老元陣屋資
料館（☎ 0 1 4 4 85 2 6 6 6 ）

室蘭市港の文学館
11月 1 日㈮リニューアルオープン

　昭和63年開館の『港の文学館』が、
室蘭駅前にある旧ビアレストラン・
プロヴィデンスに移転し、開館しま
す。展示をより充実させ、カフェ
コーナーなどを新設します。

▼  開館日時　火～日曜日（祝日の翌
日は休み）10時～17時

▼場所　室蘭市海岸町 1丁目 1－ 9
◎リニューアルオープン記念朗読会

▼日時　11月16日㈯　13時～15時

▼内容　朗読会とミニコンサート

▼問い合わせ　室蘭市港の文学館
 （☎㉒ 1 5 0 1 ）

【対象】
（１）65歳以上の方
（ 2）60歳以上65歳未満で身体障害者手帳１級

（心臓、じん臓、呼吸器の機能障害また
はヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能
障害に限ります）をお持ちの方

※ （ 2 ）の方は接種時に手帳の提示が必要です。
【実施場所】
　登別・室蘭市内で季節性インフルエンザ予
防接種を実施している医療機関

【申し込み】医療機関に直接申し込みください
※ 医療機関によっては、予約が必要な場合があ
ります。

【接種料金】1,050円
※次の方は無料となります。
① 市民税非課税世帯や生活保護受給世
帯の方
② 登別市の国民健康保険に加入してい
る方（建設国保は対象となりません）
③ 登別市の後期高齢者医療制度に加入
している方
【持ち物】
① の方：介護保険料納入通知書、世帯
全員の市道民税課税証明書、生活保
護受給証明書のいずれか
②③の方：健康保険証

12月31日火まで12月31日火まで
　　高齢者の季節性インフルエンザ　　高齢者の季節性インフルエンザ

予防接種費用の一部を助成します予防接種費用の一部を助成します

問い合わせ　健康推進グループ　☎85０１００


